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ソフトウェア技術者協会 . 

Software Engineers Asociation 

ソフトウ ェ ア技術者協会 (SEA) は，ソフトウェアハウス，コンピュータメーカ，計算センタ，エンドユーてザ，大学，研究所な ­

ど， それぞれ異なった環境に置かれているソフトウェア技術者または研究者が，そうした社会組織の壁を越えて，各自の経験や技

術を自由に交流 しあうための「場J として 1985年 12月に設立されました .
その主な活動は，機関誌 SEAMAIL の発行，支部および研究分科会の運営，セミナー/ワークショップ/シンポジウムなどのイ

ベン トの開催，および内外の関係諸団体との交流です 発足当初約 2∞人にすぎなかった会員数もその後増加し，現在，北は北海

道から南は沖縄まで. 5∞余名を趣えるメンバーを擁するにいたりました.法人賛助会員も 24社を数えます.支部は，東京以外

に，関西.横浜，名古屋，九州，広島，東北の各地区で設立されており，その他の地域でも設立準備をしています.分科会は，東

京，関西，名古屋で，それぞれいくつかが活動しており，その他の支部でも，月例会やフォーラムが定期的に開催されています.

「現在のソ フトウェア界における最大の課題は，技術移転の促進である J といわれています. これまでわが国には.そのための

適切な社会的メカニズムが欠けていたように思われます . SEA は，そうした欠落を補うべく，これからますます活発な活動を展

開して行きたいと考えています. いままで日本にはなかったこの新しいプロフェ γ ショナル・ソサイエテイの発展のために，ぜひ

とも，あなたのお力を貸して く ださい.

代表幹事 : 深瀬弘恭

常任総事: 荒木啓二郎高橋光裕田中一夫玉井哲雄中野秀男

総事: 伊藤昌夫大場充落水j告一郎窪田芳夫熊谷章小林修桜井麻里

i酉匂寛塩谷和範篠崎直二郎新谷勝利新森昭宏杉田義明武田i事男

中来田秀樹野中哲野村行憲野巴昌満端山殺平尾-i告

藤野誠治松原友夫山崎利治和田喜久男

司匹務局長: 岸田孝一

会計監事: 機本勝吉村成弘

分科会世話人環境分科会(SIGENV) :塩谷和範田中慎一郎渡漫雄一

教育分科会(SIGEDU) :君島浩篠崎直二郎杉田義明中園順三

ネットワーク分科会(SIGN町) :人見庸後本理恵

プロセス分科会 (S臥・SPIN)) :伊藤昌夫塩谷和範高橋光裕田中一夫端山稜藤野謙治

フォーマルメソッド分科会(SIGFM) :荒木啓二郎伊藤昌夫熊谷章佐原伸張1英明山崎利治

支部世猛人 関西支部:小林修中野秀男横山博司

横浜支部: !野中哲藤野晃延北係正顕

名古屋支部:筏井美枝子石川雅彦角谷裕司野呂昌満

九州支部:杉田豊島明武田淳男平尾-i告

広島支部:大場充佐藤康臣谷純一郎

東北支部布川博士野村行憲

貧助会員会社 :ジェーエムエー システムズ SRA :PFU テプコシステムズ 構造計画研究所 富士通
オムロンソフト ウ ェア キヤノ ン 富士通エフ・アイ ・ ビ一 新日鉄ソリューションズ

ダイキン工業 オムロン 富士電機プラザー工業 オリンパス光学工業

リコー アルテミスイ ン ターナ シ ョナル NTIデータ ヤマハ 日本ネスト

オー プンテクノロ ジーズ SRA西日本 日本総合研究所 ハイマ ッ クス

(以上24社)

S E AMA 1 L V 0 1. 1 3 , N o. 8 2 0 0 2 年 1 2 月 1 2 日発行編集人岸田孝一
発行人ソフトウェア技術者協会 (S E A) 

干 160 ・ o 0 0 4 東京都新宿区四谷 3 -1 2 丸正ピル 5F
T:03・3356・ 1077 F: 03・3356・ 1072 sea@sea.or.jp 

印刷所有限会社錦正社 〒 130 ・ o 0 1 3 東京都墨田区錦糸町 4-3-14
定価 500 円 (禁無断転載)

、.

、

・、



Message from Editor Seamail Vol.13, No.8 

編集部から

* 
夏から秋にかけてはさまざまなイベントで忙しく，また，いつもながら原稿が集まらなかったので，やは

り船便になってしまった SEAMAIL です.

** 
JAIST の落水先生からは，アジア諸国との交流について，熱のこもったエッセイをいただきました .

1公安*

次のレポートは， 8 月末に名古屋支部のみなさんが，静岡県天竜市熊(くんま)で開催した UML について

のワークショップの報告です.

**** 
夏以降に集まった原稿は以上の 2 点だけ.これでは，どうにもページ数が足りないので， SEA-SPIN Mailｭ

ing Li st で展開されたいくつかの話題についてのやりとりの記録を編集部でまとめてみました .

1年***'iた

他の支部あるいは分科会もこうした活動記録をお寄せいただけるとうれしいのですが，

食食****

次号は， 1 0 月に中国で開催された ISFS下2∞2 の発表論文のサマリーを特集します.なお，今年は Pro­

ceedings をハードコピー(紙の印刷物)ではなく， CD にしましたので それも一緒にお送りします.発送は

年明け?

1公安食****
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アジアの若者と共に生きる

落水浩一郎
(北陸先端科学技術大学院大学)

一昨年あたりから， JAIST の生き残りをかけ世界各地

を訪問しています.私が出かけたのは，チュニジア，タ

イ，ミヤンマーです.東南アジアメコン流域と海洋諸

国，アフリカ北岸にかけて ， 共通した特徴は， (1)政府

がIT産業の振興と人材の育成に力をいれていること.

(2)若者の目が輝いていること. (3) しかし，研究指導に

実際に携われる層が薄いことです.日本人も (3) におい

ておおいに貢献できそうな予感がしています.とくに

ミャンマーの訪問は印象的でした.

そもそものきっかけは慶懸SFCの村井先生が経済産業

省から予算をとり SOIAsiaプロジェクトを発足させ，東

南アジア各国(タイ，ラオス， ミヤンマー，インドネシ

ア，マレーシアなど)にパラボラアンテナを置いたこと

です.村井先生の総括のもと， SOIAsia(大川恵子さん)

がネットワーク環境の提供， AsiaSEED (所浮仁氏)が

アジア各国の政府や大学とのコーディネーション，北陸

先端大がコンテン ツの提供という役割で国際遠隔講義を

実施しました . 2月には，タイ，ラオス，ミヤンマー ，

3 月にはインドネシアにむけて，北陸先端大のメンバー

(片山，落水，篠田，丹)が，衛星を使った リアルタイ

ムの講義をそれぞれ3時間づっおこないました.一部の

大学ではリアルタイム，残りの大学ではメールを使つて

の質疑応答も実施しました.

とくにミヤンマーでは 100名近くの学生が受講し，講

義のあと復習会を自主的に開いていると聞いて感激しま

した. rぜひ直接講義したい」ということで今回の訪問

となりました. 4月に篠田さんがフォローアップの目的

で訪問して， r皆で解体新書を読んでいるよ j といいな

がら帰ってきましたので，何のことかなと思って出かけ

ました.

訪問した場所はヤンゴン大学(旧ラングーン大学)で

す.実際に訪問した大学名は， UCSY (Univ. of Computｭ

erStudy YANGON) です . UCSY とはヤンゴン大学が分

割されてできた情報系の単科大学です.例のアウンサ

ンスーチ一事件のおり，学生運動を鎮静化するために

政府がとった処置(総合大学分割)だったそうです.日

程は，一日日大学見学(夜，ネットワークテスト中に

停電，電力事情悪し) ，二日目午前学長との懇談およ
び慶感SFC と UCSY を衛星ネットワークで結んだセレモ

ニー，午後丹先生と落水の講義， 博士課程学生ソフト
ウェア工学研究グループ9人との研究活動に関するイン

タビュー，三日日午前副首相と大臣の中間の位置にい

る人(仮に統括大臣としておきます)への表敬訪問およ

び文部副大臣への表敬訪問，三日目午後博士課程学生
ネットワークグループ13人との研究活動インタピューと

いう日程でした.

特に印象的だったのは博士課程学生へのインタピュー

でした. UCSY には現在博士課程の学生が42名おり，

-2戸

(1)人工知能，バイオインフォマティック，イメージ処

理関係\0名， (2) ソフトウェア工学関係9名， (3)並行分

散処理関係\0名， (4) ネ Y トワーク関係 13名です.

ソフトウェア工学関係とネットワーク関係の22人の学

生をインタビューしましたが.ソフトウェア工学の研究

グループに順番に現在の研究テーマを聞いていくと，み

な「クライアントサーバシステムのXXXJ という答え
です. XXX のところにはテスティング，メトリック

ス，開発環境，アーキテクチャなど様々のキーワードが

はいります.おかしいなと思って，各自にどのような論

文や本をよんでいるのかと質問しますと，何と解体新書

がでできました.図書館を見学すると， 10年ぐらい前の

本がわずかだけ，それも種類はごくわずかです.ちなみ

に図書館の本と私の研究室の本との共通集合はマイヤー

の初版本一冊だけでした.片山先生がUMLの講義をし

たとき， rこんな話は聞いたことがない」と感激したと

聞いていましたので変だなとは思っていたのですが.た

だ，リアルタイムの講義と直接の講義(オブジェクト指

向関係)をうけた直後の学生からの質問は当を得ていま
したので，意欲と頭脳は良さそうです.ま た，ネットワ

ークグループのイ ンタピューの際は殆んどの学生さんの

答えはセキュリティを研究したいという答えでした.理

由は以下に述べるミャンマーのお国の事情と関係があり

ます.若者はいつの時代も環境に敏感です.

計算機は大学全体で台湾裂のパソコンが十数台，

LANは政府の方針でなしという最悪の環境です. つま

り，国の方針でかmaiI禁止です.意欲は十分，頭脳は明

断(な人も多い) ，研究環境最悪.情報隔離，指導者不

足，という言葉で特徴づけられます.彼らが一様に「良

い研究テーマがほしいJ rちゃんとした論文や本が読み

たいJ と訴えてくる様子にはグッとくるものがありまし

た.

その日すぐ学長に，次の日，統括大臣や文部副大臣に

は早速このことを伝えました.彼らも何とかしなければ

とおもっているそうです，しかし，いままで，何とかし

てあげようという目的でミャンマーにはだれもこなかっ

たそうです.ミャンマーのためにひとはだぬごうと考え

ています.

先日，村井先生と会談をもち， rアジアにおける IT中

核人材の育成をはかる遠隔教育システムを SOIAsia ネッ

トワーク上に構築する.世界に通用する人材の育成，機

会均等，定常性とインタラクテイプネスの保証を目標と

するプロジェクトを慶態大学SFC と北陸先端科学技術大

学院大学が協力して推進する J ことで連携しました.具

体的には遠隔講義，遠隔研究指導を推進します.アジア

のために貢献するまたとないチャンスであり，落水は燃

えています (2002/6118)
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UML ワ}クショップ ln くんま 参加レポート

石川雅彦

2002 年夏の終わりに静岡県西部の山奥で開催された UML ワークショ ップについて報告し

ます。

このワークショ ップは、 2002 年 8 月 23 日金曜日から 24 日土曜日にかけて静岡県天竜市熊

(くんま)の若杉荘で開催されたもので、参加者は奈良、名古屋、静岡、東京から集まりまし

た。

奈良、名古屋組は名古屋駅に、静岡、東京組は掛川駅に集合しました。そしてそれぞれ車

で湖西市にあるうなぎの清水屋で合流しました。 昼食後、 2 台の車で若杉荘に移動しました。

若杉荘に着くとすぐに、宿泊部屋と会場となる大広間のある 2 階に上がりました。 宿泊部

屋は 2 階数室が全てのようでした。私達の他に客はなく、実質的な貸切り状態でした。各

自の部屋を確認した後、大広間に集まりました。そこは、小川を下に見下ろした窓の多い

畳敷きの部屋でした。遠くに通信アンテナらしき塔の建つ山が見え、川の向こうには大き

なログ、ハウスがあるきりで大きな施設はありません。夜になっても大きな光源や歓楽の種

は見当たりません。

大広間で最初に皆のしたことはどこでもよく目にする光景です。携帯電話の確認、ノート

PC を広げてメールの確認、 H" (エッジ)によるデータ通信。しかし、一部キャリアを除き、

通話が可能でした。こんな山奥にも携帯の電波は届いていました。一方、有線の電話は、

といいますと、大広間には電話と、空の電話接続口がありましたが、電話はとりはずしの

できないタイプで、空の電話接続口も残念ながら数世代昔の、黒いエボナイト製電話をつ

なぐためのもののようでした。この点については、ワークショップに専念するには申し分

のない環境でした。かろうじて娯楽の基は差入れも含め大量の酒しかありません。

「これはワークショップするしかありませんね。酒を飲みながら話合いして眠くなったら寝

て起きたらまたワークショプの続きができますね。 J

と私が言うと

「それこそシンポジウムにふさわしい。もともとシンポジウムは酒を飲みながら寝そべって

する話合いのことだJ と誰かがいいます。

少しの休憩の後、 15 :00 からワークショ ップは始まりました。

-3-
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ワーク シ ョ ッ プ(1)

まず、 PFU の熊谷さんからは、 SEA 特別ワークショップの報告があ りました。そのワーク

シ ョップは rUML が何者で、どこから来て、どこへ行こうとしているかをコンビュータサ

イエンスと ソフ トウェアエンジニアリ ングの観点から理解することが狙しリ とのことでし

た。

私達のワークシ ョ ップの 目的は、 UML を使用して良い設計をすることを 目指す技術者が

会し、現在の活用例、今後の取り組み方法、課題や問題点についての討論やアイデア交換

を行なうことでした。従って、 SEA 特別ワークショップの紹介は今回のワークショップの

官頭で行なわれるにふさわしく、その目的に照らして適切であると 思われました。

実際、 熊谷さんの報告はこのワークシ ョ ップでの一種のキーノートの役割を果たしたので

はなし、かと思います。

具体的には、 OMG におけるlThιの位置付けについての OMGJapan の伊藤さんの発表、

lTh但」を用いたシステム開発について JFITS の方の発表、組込み用 UML について発表し

た渡辺さんの話を聞 く ことができました。

中でも「現場に戻って UML を使用できる環境と文化が必要である J 、という発言が印象的で、

した。

ワークショ ップの様子(鈴木さん撮影)

-4-
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次に、酒匂さんの発表は、「契約による設計のススメ」という題でした。 契約とはモジュ

ールとモジュールの関係を「契約J と見なして設計を行なう手法とのこと 。

酒匂さんの発表を聞きながら私は、持参した本を開いていました。 それは íUML モデリン

グのエ ッセ ンス第 2 版J という、黒い背表紙の薄い本です。

「契約による設計とは、 Ber廿and Meyer が開発した設計技法で、 Eiffel 言語に見られる中心

的な特徴です。 J と書いてありました。 なるほど、 BERTRAND MEYER の本の訳者でもあ

り、 Eiffel にも詳しい酒匂さんの背景が見えた気がしました。

酒匂さんの発表はいつもながら、簡潔な中に多 く の情報が含まれているもので、その鏡舌

さは、こののんびりした田舎の山奥に来ても変わることはありませんでした。 発表内容を

とりこぼさないように、と思いながら 2・3 の質問が浮かんできました。中には少し"からむ"

感じの質問もありましたが、胸を借りるつもりで敢えて聞いてみようと思いました。

真っ先に質問したのは私でしたが、その後に続々と質問が寄せられました。

おそらく、今回の発表の中で最も多い質問数ではなし、かと思われます。

NECAT の和田さんのポジションペーパーには、 íUML の有効性についてJ というタイ

トルがついていました。 UML の使用によるコミュニケーションの向上は疑う余地がないが、

並列発生イベントの処理に話題が移りました。 ある状態脱出のきっかけとなるイベントが

複数発生した場合、 見る順番に応じて先勝ちで脱出する話が紹介されました。 それを UML

でどのように記述するかは謎です。

また、参加者の誰の発言かは不明ですが、新しい図を用いた時の勘違い用法が紹介されま

した。データフロー図を使用することになった時、フローチャートになってしまった、と

いうものです。 これは笑い話ですが、設計を行なう者の頭の切り替えが難しいことを物語

っています。

JFITS の田中さんのポジションペーパーは無題ですが、ソフトウェアエンジニアリング

やコンビュータサイエンスと無縁なエンドユーザさんとお仕事をしている立場としての指

摘がありました。 lTh征J は開発者間のコミュニケーションに役立つが、開発者とエンドユー

ザとのコミュニケーションにも役立つ表記法の出現を待ちたい、というものでした。

この話に触発され、様々な意見や議論が出たように思います。私はエンド、ユーザとのコミ

ュニケーションの例から類推して、例えば、自社内の営業グループや仕様管理部門とのコ

ミュニケーション促進のための表記法も、 U乱但」とは違うものになると思われました。

また、意見交換のどのような脈絡であったかは覚えていませんが、"仕様には、それにふさ

わしい言語を使うべきだ"、という意見/主張がありました。

その発言があった時に強い印象を感じてメモしておいたものですが、議論の過程を無視し

てとこに切り出してみると、やや浮いた感じがします。

が、言葉のセッ シ ョンで本人にも思いがけず出た名言は、日常を離れたはるか遠 く で行な
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うワークショップの貴重な成果であるように思えましたので、ここにあえて書き記すこと

にしました。

次は筏井さんの発表でした。「私とモデリング手法のおつきあし、J という題でした。筏井

さんは最近、 Agile に凝っているようで、お会いする度に何かの節に"ア ジャイル的な"とい

う比輸を使われます。今回のポジションペーパーにもその言い回しがありましたし、発表

でも使用されていました。

発表は、一言で言えば、"過激"です。落ち着いた話しぶりとは対象的な内容です。ここに

書くのは適切で、はないと思われるので割愛しようと思いましたが、後で少し詳細に振り返

ることにします。

ここでは筏井さんが発表された、ある CASE ツールのエピソードの話を紹介します。

ある CASE ツールを紹介された際、ベンダーに「こういう機能はあってもいいのでは ?J と

問いかけるとそのベンダーから、「このツーノレの優れたところは、足りない機能をユーザが

追加できることです」との答え。

また、「こういう場合、モデル化できないのでは ?J という問いに対して、「し、えいえこのツ

ールにはメタモデ、ノレ機能がありますので…J という答えが返ってきたとのことでした。

シャープの鈴木"姫"郁子さんの発表は常に、"現場でどう役に立つのか"とし、う視点に貫

かれています。そして、組込みソフトウェアに携わる立場から "UML を使うことで、最近

の市場パグ‘は防げるか?"という聞いが発せられます。これを発端に彼女の歯切れのよい主

張が続きます。

と、ここまでの発表が終わったところで、風目と夕食の時聞になりました。

風日はひのきの壁でした。惜しいのは、ひのきが浴槽にまで及んで、いたらということでし

た。また、食事は隣りの建物の 1 階で、大きな木のテーブルを囲んでとりました。ちょう

ー ど食事の時間、祭りばやしの練習が始まりにぎやかでした。

翌日は祭りで、若杉荘もお休みとのこと。今回のワークショップも休みを避けて設定され

たものでした。

風呂と食事が終わり、皆で暗閣の公園で花火をしました。その場にあった遊具に興じるな

ど、分別のある大人らしからぬ行動もあり、また暗閣の川の中を懐中電灯で照らし、そこ

に浮かんだ大きな虹鱒に感嘆の声を挙げるなどもしました。

そしてまた発表に戻りました。

ワークショップ (2 )そして饗宴

MDAPP の田村さんのポジションペーパーでは参加の動機が語られています。 UML 使用

.. 
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事例含め、生の情報に触れたいとのことです。また、 UML に関しては"どんなものでも 10%

普及すると、急に普及すると言われるが今の UML はどの時点にいるのだろうか?" という

疑問が投げかけられていました。その疑問については、冒頭の熊谷さんのキーノート的発

表が参考になったのではと思われます。

次の発表は私でした。食事と風目とお酒の心地よさに、 何を話したのか忘れてしまいま

したが、ポジションペーパーを頼りに記憶を堀起こすと、最近携わったプロジェクトで

U阻」を使用した経験について話したようです。私がプロジェクトに参加した時点では既に、

U予1Lを使用することが決まっていました。 いわば、天から振ってきたようなものでした。

そうなると「腹をくくる J 、と言う言い方がひ。ったりするような現象が現れます。その経験

を標語の形で表し説明したものが私の発表でした。例えば、"全てのダイヤグラムを扱う必

要はない" "思い悩む前にまずやってみること""し、きなり詳細に進まないこと、"一日 1

UML" など。そして、"今後の illι として某有名ベンダー以外の UML 設計ツールの出現

も期待したい"としめくくりました。

デンソークリエイトの足立さんの発表は「ハードリアルタイムと UMLJ でした。制御系

エンジニアとして、実際のプロジェクトに U阻J を適用し、あるテーマについて調査したそ

うです。その上で分かつたこと、疑問点について発表がありました。そしてポジションペ

ーパーの最後に"前述の問題など、組み込み分野における問題点をリストア ップして解決し、

さらに組み込み分野における U阻J 適用を促進したい"とあります。主体的な表現です。(私

の結びは"…を期待したい"と他人事のよ うに書いてあることに恥じ入りました。)

最後のポジションペーパーは、中電コンピューターサーピスの諸岡さんでした。

諸問さんは、 UML との関わりを細く長く続けてきたのとこと、また OMT 表記を UML

に変換することだ、ったとのことでした。また、某超有名ベンダーの UML ツールだけでなく、

フリーも含め様々なツーノレの利用が報告されました。

その後、ワークショップは酒を酌み交わしながらの饗宴に入りました。酒が進み、心地

よさに寝る者、最近参加したデスマーチプロジェクトの様子を語る者、寝ていたと思って

いた人がいつの間にか起きていて、誰かの発言に目をつぶりながらうんうんとうなづく者、

戦うエンジニアの話、などあちこちで話が発散し、饗宴にふさわしい様相を呈してきまし

た。結局その日は午前 3 時を越えて終宴を迎えました。

翌日、ワークショップ終了後、私達一行は会場の近くの「くんま水車の里J で蕎麦打ちをし、

その蕎麦を昼食にいただきました。

その後、くんまの里を下り、帰路に着きました。途中、あたご島温泉に入り、天竜市に

-7-



Workshop Report Vo1.13, No.8 

入ってから、秋野不矩美術館に寄り、美術館で解散となりました。

秋野不矩美術館にて(鈴木さん撮影)

ワークショップを振り返って

このワーク シ ョップ後、参加メンバーで、続きを話し合うためにメーリングリストを作成し

ました。くんま合宿後、 2 か月を経て、記憶が薄らいでいましたが、あえて、ワークショ ッ

プの中の二つの立場による議論、熊谷さんと筏井さんの発表を振り返りました。

まずは熊谷さんの発表。 冒頭で熊谷さんが伝えたかったことは、 "UML がなぜ普及し始め

ているかという現象に対する分析と理解"、とのことです。

以下、このレポートのために寄せて下さった熊谷さんの文章を引用します。

UML はその多ぐをいろいろな方法論とツーノレから良い所取りをした。 しかも、図

表とダイアグラムのシンタニyクスだげを対象としてそのセマンテシクスは不周に

付した。つまり 、周芳方法論とそのプロセスを統合するごとが出来なかったので

諦めた。このことが、怪裁の功名になった。

-8-
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実は E店主L It実原にシステム周発をJグンJグンやってい0;/プ介クェア専門家の道

中には使われていないと結はみてい否。その理由は UML 持JJIJクークショ yプの東

国雄æの報告に足られo。端的にいえば、ナイナイ尽ぐした方法論、技法、プ

ロセス、プログラム設計、プログラム周芳、ツーノレなどのプログラム周発に直接

設立つものが皆無なのだL

従って、 UML ダイアグラムを重宝し、有意義だと使用 Lでいる人々はプログラム

よりもはoかに栓度が大きぐ、抽象度が高いレベ・ノレで他者とコミュニクーション

するときの表現として、 UML を使ってい否。

例には、 ビジネスモデンレ分野、いままでオプ‘ジェク介指向技術を使ったことがな

い人々がシステム分析の共通表現と Lで使う場合、非Yアトクエア専門家たち fハ

ードクェア屋、システム屋、アナグスト、コンサノレテーション、回路屋、組込み

システム屋、エンドユーザ、経営者、管理職などj がYア介クェアをそれ以外の

システム部品と周等に扱ラ必要が出始めてそれらを井通な表現形式で表しコミュ

ニクーションしたいと考えたクース、などが挙げられ00

ここで怪我の功名が奏効した。上述したようなクースでは、もの作りの方法論や

プロセス It庇に出来上がってい石。無いのは、ぞれらのことをオプ‘ジェクト指向

技術とダイアグラムで表すといラアプローチであった。

日在I It、セマンチックスも方法論もプロセスも必要条件とせずに、 10 種類のダ

イアグラムのどれでも好きなものをあなたのプロジェクト、会社、組織、在会に

合わせて選んで使用すればよい、と揮し

そして、決め手はステレオタイプというメタモテツレ機樽を提供していoので、基

本ダイアグラムをあなた好みのそデ〉レにカスタマイズできると主張する。

といラ訴で、 UMLI求、分析にも、設計にも、周芳にも有意義で役立つというシナ

グオが成り立つ。成功の癌訣は、あなたが mι をどう使うかにあo のだと。

このストーリに対して真っ向から反対意見を唱えたのが筏井さんの「過激J な意見でした。

以下、筏井さん自身による、発表の詳細です。

モデグング言語とか、 CASE ツーノレとかに厨わってきて思うのは、 fどんな厨にで

も使え 0J というのは fどんな風にも使えな v'J にニアグーイコーノレだというこ

とであ00

Yア トクエアと b 、う対象域の広い世界をもれなぐカパーできる況用ツーノレとい

うものがもしあるとすれば fないと，~うが人万能であろヨとすoが政に、当然、

わかりやす主とか手軽さといヨものが犠控になら ð" 0 を得ない。

-9-
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もっと，害いことは、「万能j など と い ヨそもそも無理な要求に対し、「万能にで

きる仕組みJ を装備することで 「できな'v 'J ことの責任をユーザに押し付けてし

まえることであ否。

たとえば、 fこう b づ場合、このモデルでは表現できな'v 'J とユーずにいわれれ

ば、「あなたが表現したいようにモデルを変更できるしぐみ fメタモデル or メタメ

タモデンレj がありますユ j と言えば済む。 fこう心づ場合、この CASE ツーノレには、

この操伊ができな

ぐて因るJ といわれれば、 f当ツーノレはオープンシステムですので、やりたい操作

は自分で追加できるしぐみがありますj といえば良い。

20年近ぐも前、 CASE ツーノレがまだまだ、ハシグだ、ったころ、ツーノレの周費者

はそ :5 v づ対応をしていたし、私自身、ツーノレの周芳者として、そ ラいラ 言い訳

を使ったことがある。そのころのYア 介クェア工学者やコンサノレタン トの中には、

fどんな道具を使つでも fo01 は fo01 だりと館慢に言い放つものも少なぐなかっ

た。

そんなわけで、目ι の fコマ(ダイヤグラムj は捕っているので、必要なもの

を必要なフェーズで、うまぐ組み合わせて使えば、どんなクースでも使えますJ

とか、 fメタモデンレ/メタメタモデル機能がありますので、お好きなように変更すQ

ことができます。 J 的な語い文句を周ぐと、昔の記憶がよみがえって、ついマユに

っぽをつけたぐな否。

しかし、だ》通らといって、 UML が役に立たないといっているわけではない。 原

雲に周発するよりは、 E店主L を使って、少しでも品質の良いYア介クェアを周発で

きる彦事域がたぐさんあることも事実だ、と思っている。 e

よク j式、日ι に照らず、万能な言語や道具などありえないごとを承知しでかか

ることだと思九そして、万能でな ぐ でも、ナ分有能な使b、かたがあり得るとい

うことも。

あとは、自分たちの周芳プロセスが、どんな分野で、どのぐらいの規模で、ど

ういった佐賀のものか(仕様変更が多いとか、セーブティクグ テイカルである

等々)を理解し、どのフェーズで、どのツーノレ fダイアグラム1 を、どク いラ観

点で、どういうふうに使っていこラと b づ 9再発のシナグオ、つまり f結たちの方

法論J を作っていぐことだ.と私は思っている。

とはいえ、「況用的J なやりかたから、 F結たちのJ やり方には一足飛びには行

ぐのは到底無理であり、そのためには、 fあるドメインに持化 LたJ やりかた、 r;葛

信頼性を要求される場合J のやり方、 f要求変更多発型j のやりかたなど、多様な

方法論が出でぐる必要がある。 mι はそう b 、った方法論の中で、使い方が位置づ

けられてこそ、役に立つものなのでは在いだろうか

.1・
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最後に、メーリングリスト上でワークショ ップを総括した熊谷さんの言葉を引用します。

では、 Yア介クェア専門家以外でしかよぐ使用されていない UML を我々がシステ

ム/;/ア介クェア勝芳で使えるよクにすoためにはどうすればよいか、といクこ

とが我々に課せられた本命である。

これには、二筋のiぎがあ否。

一つは、そもそも E店主L なんぞ、は不要である、と L づ立場。

もラ一つは、ポピュラーになりつつある E店主L をどのように変化させればYア介ク

ェア専門家が仕事でm.征，を使用できるようになるかとい うもの。

前者はスーパープログラマにその典型が児られる。 青木淳や東田雅æなどの身近

にいるプログラマI;J: 、 UML なんぞは掛から相手にしていない。

唯一日ι を使え o とすれば、すべてのプログラムが主成した後に、プログラムの

ドキュメントととして、グパースエンジニアグングでYースコードから自動助に

UML ダイアグラムを生成することだ、と主張しでいる。

もし、これが実現されたとしても大した意義が生まれるとは思えない。

後者のアプローチにはいろいろな戦略がある。

最初のものは、山崎利治氏が紹介したもので、エヱ加減な mι と厳格なアォーマ

ノレメ;/:y "..を組み合わせてシステム記述をすo方法であ00 '

表向きでは UML を操作しているが、実はその裏で UML が表現 L ていo内容をプ

ォーマノレメ ;/ :y ，.....で記述し、周芳プエースーのステップ毎に横証を可能にするもの

であ00 このアプローチを要求しているドメインには、社会シス テムやシステム

LSI や組込みシステムなどがあるとI~われる。

二番目のものは、 OCL を用いて、エエ加減な UML 表現を正確な表現に荷足しよ

うといラアプローチである。いまの OCL では、表現に制約がありすぎ、てどうしよ

ラもないが、次期日直d では、按本的な改変を行い、この目的を達成するかも知れ

ないという向きも児られ00

三番Eは最も極端なアフ
ρ

ローチで OMG の解である。 OMG は、 UML だけでなぐ

更に考えを抽象化し、 MDA (Model Driven Architecture) と b 、う考えを提唱して

いとう。

-11-
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PIM (Platform Independent Mode1) である UML、 CWM、 MOF を用いてそデ

ノレを作成し、それでよいといラごとになれば、そのそデノレを自動的に PDM

(Platform Dedendent ModeJ) に変捜し、更には自動的にYースコードに変携

す-3というシナグオである。これができれば、我々はYースコードをプログラミ

ングするという喜びを捨でなければならなぐなる。

ここで挙げた三つの解の周にいぐつもの形の解を作り上げ-3ことが可能である。

果たして我々は二つの道のどちらを採択するのか。また、二番目の涯を選択した

場合、その解を何処に見出すか、が我々に突きつけられた課題であ-3と認識しな

げればならない。

最後になりましたが、ワークショップの幹事を努められた諸岡さん、田中さん、

それからこの原稿をまとめるためにお手伝いいただいた皆様に感謝します。ありがとうご

ざいました。

UML ワークショップ in くんま 参加メンバー (五十音順)

足立秀和 (株)デンソークリエイト

筏井美枝子 Free 

石川雅彦 (株)SRA 中部支社

熊谷章 (株)PFU

酒匂寛 Designers' Den Corporation 

鈴木郁子 シャープ(株)

田中一夫 日本フィッツ(株)

田村耕一 三菱電機アプリケーションサービス(株)

諸岡隆司 中電コンビューターサービス(株)

和田喜久男 NECアクセステクニカ(株)

ワークショッププログラム

8 月 23 日(金) 8 月 24 日(土)

12 : 00 清水屋集合・昼食 7: 30 起床

15:00-17:30 ワークショップ 10: 30-13 : 00 昼食(くんま水車の里)

17:30-18:30 風呂 14: 00 あたご島温泉

18 : 30-20 : 00 夕食・他 15: 00 秋野不矩美術館

20: 00-3: 00 懇親会(饗宴) 16: 00 解散
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Agile Development Process をめぐって

-From SEA-SPIN 1\但~ (September, 2002) ・

以下は， 2∞2年 9月に，山田正樹さんと伊藤昌夫さん
との間でやりとりされた Agile Development Process に関
する議論です.なぜか，他の方々からの口出しはほとん
どありませんでした.

Date: Thu, 5 Sep 2∞2 18:52:46 +0900 

From: Masaki Yamada 

9/9-10 に XPの Kent Beck と Crystal の Alistair Cockbum を

迎えて XP& Agile開発プロセスセミナを開催します.

Kent Beckは主にテスト駆動型開発とカンパン方式ソ

フトウェア開発についての話 Alistair Cockbumは主に

アジャイル開発プロセスのグループ・エクササイズと

コ・ロケーションについての話をしてくれます.また特

別ゲストとして東大の合原一幸先生に複雑適応系とソフ
トウェアの関わりについてお話しいただきます.さまざ

まなアジャイル・プロセスの概論についてのセ ッシ ョン
もあります.

CMM とは違うアプローチとパラダイムですが，プロ

セス改善の方法としては同じように重要だと考えていま

す.アジャイルの話は最近あちこちで出てきています

が， USで実践している連中の話が聞ける機会はあまり
ありません.よろしければ是非ご参加いただければと思
います.

Date: Thu, 05 Sep 2∞2 19:46:28 +09∞ 

From: Masao Ito 

ソフトウェア開発ではなくて*プロセス改善*とし

てどのようにAgile 系が重要だとお考えですか 7

SPIN-MLなので，有料セミナーの案内だけではなく，

ご自身のお考えを書いていただいた方が良いのではと.

Date: Thu, 5 Sep 2∞222:∞:05 +0900 

From: Masaki Yamada 

状況と変化にプロセスを適応させていくというのが

agility と考えています.そういう意味でのプロセス改善

です.ゴールが常に変動している(可能性がある)点を重
視するのが「最適化」との違いかもしれません.

CMMを引き合いに出して言えば，辛く長い修行の果

てに成仏できるのか，今ここで誰でも(実は)成仏できる
のか，みたいな.

どちらも使い方を誤れば外道に堕ちるでしょうし，成
仏した後の景色は同じかもしれません(花は紅柳は緑):・)

XPがエンジニアリング的な側面(ソフトウェア開

発)にフォーカスしているのは多分確かですが， ['ア

ジャイル ・プロセス」と括られているものは実はかなり

バリエーションがあります.中にはチーフ・プラグラ
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マ・チームとかインスベクションとか相当古典的なプラ

クティスさえ復活しています.

お客様にアジャイル・プロセスの話をするときはプロ
ジェク トや目的の多様性に応じてプロセスの多様性があ

るということを理解していただきたいときなんです.

Dat巴: Fri , 06 Sep 2α)2 α):57:21 +09α〕

From: Masao Ito 

>>状況と変化にプロセスを適応・…

これは紹介されていたCockbumの主張と近いですね.

>> …・・(花は紅柳は緑):-) 

私のお聞きしたかったことと，ちょっと違うかもしれ

ません.それだと，スペクトルの両端にいるかもしれま

せんが，やはり何かにとらわれている気がします.

花はくれないの比ゆを出されたのが，ちょっと分から

ないのですが，私の理解だと， Da Sein である.仏教的

にはなりきるという意味だと思いますが(曹洞宗一永平

寺派では少なくともそうなのですけれど)，別に，悟り
を聞きたいわけではない.プロセス改善という割と

Audito的活動に対して(ここでは，素朴に対象の外側に

いなくてはならない)，どういうインノf クトカZあるかを

お聞きしてみたい気がしたのです.

どうも Agile系の人々は(敷街してはいけませんが) , 

傾向としてなりきることを重視しているように思いま
す.

>>…・・実はかなりバリエー ションがあります.

そうですね. XP と例えばDSDM の議離は大きい.
SCRUMになると私がAgileホ系*と呼ぶ範曙にすら入らな
し、.

Communication intensive approach 位の方がAgile系の名

前としては正しいでしょう.

>>プロジェクトや目的の多様性に …

気持ちは良く分かります.私の言葉だとマトリックス

でプロセスを捉えるという云い方になります.単純に

は， Crystal fami1y をイメージしていただけると良いので

すが.私には Crystal Clear の世界で一般的に Agile系が

捉えられているという気がしますし，あのマトリックス

はどうにも弱い気がします.規模と(ちょっと用語を忘

れましたが)どの程度Critical かという.

もっと，様々なファクタが実際のプロジェクトにはあ

るわけです.誰が開発しているかとか，ピジネスゴール

(QCD+F) に対して，どういうプロセスがありえるかとい

う.昔だと IEEEP1074が比較的私に近いイメージです.

それがないと， Agile系は所詮， C1earのレベルの話を

一生懸命しているし， CMM(I) は， (何色でも良いのです
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が)真っ黒な大規模 ・ クリテイカルなレベルの話を一生

懸命 しているというようにしかな らない

人に説明するというときに，ここが整理できないとメ

タプロセスとしての SPI にはつながっていかないのでは
と思っています.

PS : ご紹介になられていたうち，合原先生には少し

思い出があります.もう 10年以上前ですが，電機大に移
られたころカオスの話をお聞きしたことがあり ます.丁

度その頃心臓の様子が悪いとかで心電を測る機械をつけ
られていて，不整脈も実はカオスだとおっしゃっていた

のを思い出しました.カオスが初期値によって大きく変
化する というこ ところはf可かプロ ジェク トにf以ているか
もしれません.

Date: Fri , 6 Sep 200214:47:16 +0900 

From: Masaki Yamada 

>> Cockbumの主張と近い …

Cockbumに限らずagile*系*の人の聞ではよ く 言われる

認識かと思います.

(*系*はとりあえずagile mani festo に著名している連中
の周辺，という ようなつもりで使いますが…-
http://www.agilemanifesto.orgl) 

>>やはり何かにと ら われている …

ああ，そうでしたか.伊藤さんにとっては 「何かにと
らわれないこと j が重要ですか?

>> Audito的活動…

audito的活動，というのは改善されたことを外からど

う 評価するかという意味でおっ しゃ っているでしょう
か?改善の成果を auditするのは agileであるとないとに

関わらず，最終的には顧客やユーザの満足度とそれに

よ って 自分たち自身が生き延びたかどうか，なのではな
いのですか?

>>傾向としてなりきることを重視....

妙な除えを出してしまったので分かりに くく して申し
訳ないですが，成仏する(悟りを開く?なりきる?)という

のは究極的には「プロセスに何か問題があったら頭で何
も考えなくても即座にプロセスが修正されている」よう
な状態と思っています.こういう状態を彼岸として思い
描いているという意味ではCMMのレベル5 も agile もそ
んなに変わらないんじゃないでしょうかワ

違うのはふたつあって，

長く辛い過程を経ないとダメ

vs 

実はそれはもっと簡単に手に入る .

「何か問題がj というときの目標は割と固定されている
vs 

それは常に変わり続けている.

XPの3段階の成熟度というのがありま
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3. XPをやっていることすら忘れてしまう

>>SCRUMになると .

おや，そラですか?

>> Communication intensive approach . 

agileはある意味でキーワードでしかないですから.た

だ山田がいろいろな agi l eな方法を見ている範囲では，主

な共通する 目標は変化に対応するこ とで， コミュニケー

シ ョ ンはそのための重要な道具なのかな，と思っていま

す. ISO なんとかで紙を大量消費するのも彼らなりのコ
ミュニケーションなのでしょう守

>> 単純には， Crystal family をイメー ジー して …

Crystal は確かに非常に大味な話だと 思います.

>>も っと ，様々なファ クタが…

はい，その通りと思います.ぶっちゃけて言えばプロ

セス/組織パター ンをどう組み合わせてい くのか，とい

うことです. パタ ー ン はいろいろあるよ，役に立つと思

うのなら CMM的だろうが agile的だろうが構わない，ダ

メならどんどん変えればいい.ただその評価基準はお客

様を中心にしなさい，それが自分の生き延びる道(これ
が最終的な目的か)，と.

>>合原先生には少し思い出が ..

合原先生をお呼びしたのは ソフ トウェア・プロセス

は実は複雑適応系だという観点からです.合原先生と一
緒に仕事をされている斎藤先生の 「くものづ くり 〉と 複

雑系j い998，講談社選書メチエ)などは皆さんに面白く
読んでいただけるかと思います.

Date: Fri , 06 Sep 2∞2 16:43:39 +09∞ 

From: Masao Ito 

>> agile*系*の人の聞では . .

私はとりあえずその定義で使います.余りにも違いす
ぎるので.

>> r何かにとらわれないこと J が重要ですか?

そうです. お釈迦様の話を続けると，彼の↑吾りとはそ
うですね.諦観という.それは，般若経にあるように.

ぞれはそうとして，とらわれないごと(バイアスがか

からないこと)は大事だと思っています.先の Mailでの

MATRIX というときの意味はそうです.

ごく普通名詞的に「とらわれない」ということに対し

て(私自身)重要かときかれれば，それも Yes です.少な

くとも今まではそうなるように生きてきました(本当か
:>) 

>> audito的活動，というのは …

。がちょっと typo でしたが，そうです.

持・最終的には顧客やユーザの満足度・…

え.遣います.それは結果であって，私は手段の話
をしたいのです.結果的にうまくいったから，客先が満
足しているからというのは naiveすぎます.それはあ
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る種の気合であって，余りきちんとした(少なくとも技
術的な)議論にはならない.

私は名古屋にいたときに，ある複写機の営業さんから

聞いた話があります.名古屋はビジネスが難しい(その
人は東京から転勤だったのですが). しかし，こういう

ことがあったというわけです.ある小さな工場にデモに

いった.ところが機械の故障した.サービスマンを呼ん

で二人して延々と修理した.それを見たお客さんがよく

うちのためにそこまでやってくれたといって買ってくれ

たというわけです.彼は壊れた時点で売るのを諦めたと

いっていました.評価ポイントが違うのだとも.

つまり，顧客・ユーザ満足度というのは必ずしも*常
に*こうすると良い(つまり一緒になってストーリを書い

たりということです)ということではないはずです.そ
のことは，昔の participatory design でみんな気がついた
ことではありませんでしたか.

>>CMMのレベル5 も agile も…

私が別に CMM は違いますということを云うこともな

いのですが，ちょっと勘違いがあるのではと思います.
或いは，どちらがとεっちなのですか?とお尋ねしても良
いのですが.

私が知っている M 重工の名古屋にある事業所なら，
それほどの労なくして， Level5 はとれるのだろうと思

います. CMM だからつらいというわけでもないように
思います.

後半はこの一文だけ読むと Agree です. しかし，
Agile系でもそのプロセス自体はメタには固定している

のではないですか.作るものの仕様が変わる，それに対

して追随するというのは良いのですが，そうするプロセ

スそのものは固定的では?

>>XPの3段階の成熟度…

活動理論的に Action が Task になるのは良いのです

が， Task が Action に戻ることがなければ，本当に良く

ならないのではと思います.ここは基本的に違います

ね.言い換えると，忘れるのはよいのですが，そのとき

は SEPG 的な立場の人たちがいないと

>>ISOなんとかで紙を大量消費 .…

証跡ですから，一方通行だとは思いますが.

>>ぶっちゃけて言えば…

力強きは良く理解できるのですが，私個人としては先
ずは自分達のプロセスと与えられたゴールを見て(それ
はもちろん刻一刻と変わるのですが)その時にどうすべ
きかという具体的な議論ができないと，手法的にはつま
らないと，思っています.

Date: Sun, 8 Sep 2002 09:42:46 +0900 

From: Masaki Yamada 

, , 

セミナ終わるまではちょっと時聞がないのですが，

>>それは結果であって…

そうですか?それがそのまま通用するか，望ましいか
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は別として例えばマーケティング的に顧客満足度を測る

指標というものは多分あるんですよね.

>>必ずしも*常に本こうすると良い.

「必ずしも常にこうするとよい」わけではないのが本
質なのでしょう?その本質は別の指標を固定したとして
も解消したことにはならないと思いますが.

>>ちょっと勘違いが....

はい.確かにちょっと大げさに郷捻していますね.

CMMそのものと言うよりは， rCMM という記号J につ

いてですが.

>>しかし， Agile系でも....

うーん.方法論，と銘打つているからには「こういう
プラクテイスの組み合わせがありますよ」という部分は

もちろん特定のものですね.で，その後半には「で，あ

んたはりという部分が続いていると思います.全くの
メタ・プロセスだけでは使い物にならないわけで.

>>手法的にはつま らない.…

手法的に面白いかつまらないか(誰にとって?)はどっ
ちでもいいんです.その辺りは与えられたプロセスをノ

ルムと考える人といつまでも議論が噛み合わないところ

のような気がします.

これをきっかけに自分たちの組織が(必要ならば)変わ

ればいいんで xUnit イケテルじゃんから始まって

CMMが必要と考える組織もあるでしょう . r もうそん

なことはとっくによーく考えて，今はもっと高尚なニと

考えてるのリとおっしゃる方には「はい，その通りで
ございますねJ . 

なんか，文中で個人的な見解， agile一般の見解，特定

のagile プロセスの見解がごちゃごちゃになってきてしま

いました.アジャイル・プロセスといってもほとんどプ

ロセス全部と同じくらいのスペクトラムがありますし.

70年代末期のパンク・ロ ック直後みたいな状況です.

アバンギャルドからイージー・リスニングまでありとあ

らゆる音が復権してミクスチャされて変形してまた淘汰

されていくんでしょう Kent Beckはジョニー・ロ ッ ト

ンみたいなものかも:・)

Date: Sun, 8 Sep 2002 12:10:39 +0900 

From: Masaki Yamada 

自分のに少し追記です.

>>プロセスそのものは固定的では?

ちなみにプロセス中にプロセスの変化を明記している

agile プロセスはあります.イテレーションごとにレトロ

スペクジョンして必要ならプロセスを変えていきます.

SEPGがいないとダメだよ，ということに関してはい

くつかのagileプロセスではメンバの誰もが，お客さんも

マネージメントも含めてSEPGだと思います.規準とか

物差しの明示性，一律性，客観性ということに関しては
やはり考え方の溝があるでしょう.

それから大事な一言を忘れていました:-) 
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>>70年代末期のパンク・ロック直後…

ただその前と後では「何か」がはっきり変わりました
が...

Date: Sun, 08 S巴p2∞220:04:11 +09∞ 

From: Masao Ito 

>>セミナ終わるまではちょっと時間が…

良い宣伝にはなったのでは.

>>通用するか，望ましいかは別として …

ちょっと私の云いたかったことと違います.

お客さんの喜ぶのが一番というのは，ピジネスの世界

では(みんな外向きにはそういう風にいうかもしれませ

んが，或いは逆説的にそういうかもしれませんが)それ
は幻想でしょう.

ユーザと一緒にわいわいやるのをうれしいと思うユー

ザもいるかもしれませんが，それは余りにも性善説のよ

うな気がします.

>>その本質は .…

別の指標を固定するというのがちょっと良く分からな

いのですが，ピジネスゴールに対して，手段としての解

を求める行為が重要ということを云っているだけなの

で，別に何かを固定しようとはいってないハズですが.

>> 全くのメタ ・ プロセスだけでは …

これもちょっと誤解です. 私はメタに固定していると

いったのです.ここでのメタは先にいったように変化に

対する追随ができるということは，メタな機構があるか

らできるはずで，その機構を支えるプロセス(メタプロ
セスといっても良いのですが)が，固定しているのでは

と申し上げたのです.

あと「で，あんたはりが良く分からなかったのです
が，これは後半にはテーラリングが記述しであるからf

OKと捉えれば良いのですか.

>>面白いかつまらないか(誰にと って?)

とりあえず， rつまらない」のは私がです.

>>与えられたプロセスをノルムと…

先ず，私は「与えられたプロセスをノルムと考える」
人ではないのは良いですか.私はこの ML のスタート当

初から， anti CMMですし，固定したプロセスが良いと

いう発言は一度もしていません.

特定のプロセスではなくて，プロセス概念という意味

で，プロセスがノルムかといわれれば， Yes ですけれ

ど.

>>これをきっかけに自分たちの組織が…

もともと私の問いかけは:

ソフトウエア開発ではなくて，本プロ宅手

してどのようにAgile 系が重要だと

「変わればいいじゃ
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CMM を実践されている方々の中にも同じようにお っ

しゃる方がいます.ただ，変わるのは良いのですが，ど

う変わるかもあるかとは思います.

日頃色々なプロジェ ク トを内外から見ることが多いの

ですが，問題が生じたときに(様々な制約の中で)どう対
処するかということを決めるにあたっては，やはり整理

が必要ではと思っています.プロジェクトの特性や誰が

やっているかといったことを踏まえた上で考えられるょ

っな.

これは私だけの特別な事情かもしれませんが，少なく

ともプロセス改善をしている人たちには*どのよう

に叫ま興味がある話題ではと思いお聞きしました.別に

話を高尚にしようと思っていっているわけではありませ

ん.積極的に云えば，も っ とより良いやり方を求めたい

と思っているといった方が近いでしょうか.

Date: Sun, 08 Sep 2∞220・ 21 : 18 +09∞ 

From: Masao Ito 

>>プロセス中にプロセスの変化を明記....

具体的には何を指されていますか? ASDでしょうか.
まあみんなそういっているような気もしますが.

>> SEPGがいないとダメだよ

SEPG というのは，私が前にSEPG的立場と書いた人

のことだとすると，多分違っていて，第三者のことで

す. 自分は自分のことがわからないし，組織内の横通し

が必要なので.CMM的用語ですが，便利なので使いまし

た.

Date: Fri , 13 Sep 2∞221 :49:01 +09∞ 

From: Masaki Yamada 

ちょっと古くなりましたが.

>>ASDでしょうか.

はい，まあみんなそう言っていますね:ー).前に紹介し

た agile alliance principlesでもそれは原則のひとつです.

ただ5番目のステップでそこに到達するのではなく，そ

れが最初の(か2歩目か3歩目の)ステ ップという感じで

す.

>>SEPG というのは

SE問はCMMでも第三者という位置付けではないので

はないでしょうか?プロセスに責任を持つ役割というこ

とですよね.第三者というと SQAの方が近いと思いま

す.いずれにしろ，この辺をあえてあまり分離しないと
いうのはやはりアジャイル的なやり方だと思います.全
員がプロセスに責任を持つことによる利点の方を重視し
ています.自分のことは自分でないと分からないし，自
命を費えられるのは自分だけだと .

白鴎:耐.13 S句 2∞222 : 36:11 +09∞ 
島明n:Mas必iYamada 

>>お客さんの喜ぶのが一番 …・
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端的に言うと，多くのアジャイル・プロセスで「お客

さんが喜ぶJ 指標とはお客さんのフィードノf ックをより

多く受け入れるということです.もちろんいいなりとい
う意味ではなく，共通のゴールを目指すわけですが.

>>それは余りにも性善説のような…

ASDなんかはRADからそういう傾向を引きずってい

るところがあるかもしれませんが，他は実際そんなにナ

イープなもんではありませんよ .

>>別に何かを固定しようとはいってない…

満足度という指標は「常にこうするとよい」というの

がないからダメ，と伊藤さんがおっしゃっているのかと

思いました . 誤解でした.

>>これもちょっと誤解です.

分かりました.方法論によってさまざまだと思いま

す.

「変化に対応する(固定的な)方法を定義しているだけ
のプロセス J (FDD とか?)

「プロセスを変化させるプロセスを内包しているプロ
セスJ (ASD とか?)

「プロセスを変化させるプロセスを変化させるプロセ

スJ

伊藤さんがおっしゃっているのは3番目のことでしょ

うか.現実的には2番目があれば十分と思いますが，そ

うではありませんか? (メタ・レベル・インタプリタは

作るとしても，メタ・メタ・レベル・インタプリタは現

実的にはメタ・レベルに埋め込まれている，というよう

に)

>>もともと私の問いかけは....

うーん，そうでしたね. rソフトウェア開発ではなく
てプロセス改善」というところにムキになっていたかも

しれま巷ん.

不完全なリストでしかありませんが，

-お客様の方を向いている，目的が明確である

・軽量である，多様性がある
ー自律性を重視している

といった辺りはプロセス改善としてアジャイルならでは

の利点だろうと考えています.逆に欠点は

・精綴でも完壁でもない

-結局はやる人たちの心意気にかかっている(と最初か
ら分かつている)

ー今までの常識ではとてもうまくいくとは思えない(人

もいる)

といった辺りでしょうか.

Date: Sat, 14 Sep 2∞2 12:28:02 +09∞ 

From: Susumu Ohno 

少し気になりましたので，ひとつだけ反応します.

>>共通のゴールを目指す…

ここが机上の空論の部分だと思います.
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システムを作る場合，どれがゴールかなんていうこと

は誰もわかっていない.時間，技術，予算，そういった

諸々の制約に対して，その中で最適なものを作りあがる
ことが大切なんです.

「お客のフィードパック」などと言っても，人間の感
覚は場当たり的なものです.背反する要求をしてくるこ
とも当たり前のようにありますし，要求したいものがわ
かっていないことも日常茶飯事です.

だから，要求定義をもとに，そこで提供できる最善の

ものをこちらから提案してご提供するというのがSI屋や
プログラマの仕事なのだと思います.それは， r言 うこ

とを聞く J ことではない. r最善の満足を与えるもの」
を作ることです.

スパイラルでくるくると言われたとおりにいじってい

くやり方は，プログラマの仕事を増やすと言う意味では

良いでしょうが，予算や時間に対して最善な方法ではな

い. 結局，ハウスプログラマ(顧客企業内のシステム部

門)が仕事を維持するためにつけた理由のようにも感じ

ます.

それをきももったいつけて，アジャイルのやり方だ，

というのを私は賛成する気にはなりません.

これはCMMなどの SPIの立場だからではないです.職

業人として，システムを提供する人間のポリシーとして
そう思います.

アマチュアのプログラマなら特に問題にする気はあり

ません.また，そのレベルの組織なり人聞が，組織的な

プログラムにいそしむようになる最初の段階なら別に問

題にしません.

ただ，ずっと，生業にするなら，もう少し良いやり方

を探すべきではないでしょうか?

Date: Mon , 16 Sep 2∞221:54 :57 +09∞ 

From: Masao Ito 

セミナーは如何でしたか.様子をレポートして頂 く

と，うれしい人たちは沢山いると思います.私もお聞き

してみたいです.

>>プロセスに責任を持つ役割 …

ええ.だから第三者です. 特定のプロジェクトに入る

かもしれませんが.昔々のSEPG とはという SEIのレポ

ートには次のようにあります (SEI TR24_90 SEPG 

GUIDE). 

. Work with managers at multiple 1evels. 

. Work with both staff and line organizations. 

. Work across project boundaries. 

少なくとも当事者にはならずにということだと思いま

す.

私がSE問の説明をするのは変です.このMLには沢

山のCMM people がいるハズなのですが :>Lead Assessor 

の方知何ですか?

つまり云いたかったのは，第三者的視点は必ずいるよ
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ねという ことです.

最初からの Mail を思い起こすと， 山田さんはこの第三

者的視点に嫌悪感があ って， r花は愛惜に散り，….J
(正法眼蔵)といったこ と よりも，当事者意識を大事にし
ようということを主張されていた ような気がします .

私も決して否定はしない.第三者的視点主いうのは，
管理のみの視点になりやすいですか ら，現象としてはそ

のことは注意しておく必要がある.

しかし，現象は私には余り興味がな くて(これは私見

ですから余り突っ込まないように)，同化するとどうな
るか，或いは第三者的立場になると，何が言えて何がい

えないかをきちんと説明しないといけないと思っていま

す.そうしないと，愚痴や妙な洗脳のような世界だけに

なってしまう.それが，個人的に(あ く まで個人です)は
好きではないのです.

昨年のMETIの委員会で，日本版CMMに反対していた
のもそれです.整理し熟考したうえで，自分たちに何が
良いかを考えた上で議論することなく ， given と言い切

るあの官僚の無神経さに耐えれなかったのです.

Agile系にも良いところがありますし， CMMにも良い

ところがあります.しかし，少なくともそれを
Advocateする以上は，何が良くて何がダメかの説明責任

があるのではと思っています.工学とは須からく利点欠
点があるわけですから .

これは別に山田さんに云っているわけではなくて一般

論です.

>>第三者というと SQAの方が近い .…

SQA と SEPGが実質一体化することはあっても(実務上

或いは人間として位です)， SQA はQ に関心があるの

で，私は余り関心がありません :>

>>自分のことは自分でないと分からない…

それは一般論としてそうなのかもしれないのですが，

それは何だろう(好き嫌いではなくて，みんなに役に立

つとしたら)と思いますか.

そんなことは知らん.といっても云いのですが，議論

したほうがお互いメリ ッ トがあるということで，今回お

聞きしました.色々お話を伺えたことは，きっと MLの

みなさんにとっても良かったのではと.

Date: Sat, 21 Sep 2∞2 20:59:55 +09∞ 

From: Masaki Yamada 

>>ここが机上の空論の部分 …

そう思いこんで頂ける人が多いほど，うちのクライア

ン トは有利です:・)

>> r最善の満足を与えるもの」を作る . ..

はい，おっしゃるとおりです.ですから顧客のいいな

りの変更を繰り返すことではないとも申し上げておりま

す.でも「顧客が欲しいものが分かつているのはSI屋や
プログラマだけだ」というのは倣慢ではないでしょう

か.顧客自身が分かっていないのと同じように我々‘分
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かっていないのです.

>>スパイラルでくる くる と ... .

この前の段でおっしゃっていることと， スパイラルで

はダメだという こととは何の関連もないように思います

が.

スパイラルなり ， PDCA なり ，問題解決の一般的なフ

レームワークのひとつです.

多分大野さんが関わっていらっしゃる組織や分野では
スパイラルは機能しないように見えるのでしょう.実際

にそうなのかもしれません.それはそれでぜんぜん構わ

ないのですが，それが機能してよい効果を上げる場合が

あることも私は知っています.

Date: Sat, 21 Sep 2002 21:38:35 +0900 

From: Masaki Yarriada 

聞があいてしまいましたが.

>>Lead Assessor の方知何ですか?

この辺はぜひ教えて頂きたいところです. SE問につ

いては多少勉強していますし， SEPG と一緒に仕事をし
たこともありますが，第三者〈アセ ッ サとか顧客とか

QA とか)とは違うことに価値があると考えていました.

第1.5者とか…

僕はプロセス・ハッカーと呼びますが:ー)それが間違

いのもと?:ー)

>>この第三者的視点に嫌悪感が…

僕自身実は一方では古典的なプロ ジェクト管理もやっ

ています:ー)ですから嫌悪感というほど生理的なもので

はありません.でもこれだけではうまく動かない現場も

いっ ぱい見てきました.突き詰めるほどダメになってい

く場合があります.

(アジャイルだからって何の測定も客観化も Iしないと

言うことはありません. 念のため)

>>それは何だろう...

なんでしょう?:ー)この議論のコンテキストで言うと，

責任の所在ということでしょうか?第三者的視点が必要

以上に強くなったプロセスって，すべてのテストを独立

テストに任せているような変な感じがします.

ま，どんなプロセスにしろどれだけのコストを掛けて

どれだけの利益があるかということに尽きるのでしょう

から，それを考えて見ればいいのでは.
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ISO, SCC, SW・CMM その他の動向について

-From SEA-SPIN ML (September ・ November， 2002) ・

以下は，やはり SEA-SPIN ML で，プロセス改善をめ
ぐる さまざまな動向についてのやりとりです.

Date: Mon , 30 Sep 2∞2 15 目46 : 21 +09∞ 

From: Matsuno Yuji 

最近，このMLのメールが全く来ないのですが，発言
してないから除名されてしまったんでしょうか?とりあ

えず，除名になっていないことを祈りつつ，質問をさせ
ていただきます.

質問は， ISOの基準に関することで，以下の 3 項目で
す.

1. System Lifecycle Process Model に関する基準の制定

動向(現在のステータス， CD等の発行日など)と
1IS化の予定について

2. ISO 90∞-3 の ISO 90∞シリーズの 20∞年改定に伴

う改訂の動向(現在のステータス，発行予定日，議
論の焦点等)と， 1ISでの取り扱いの考え方について

3. ISO/IEC 12207 の 2002年改定の1ISへの反映予定に

ついて

これらについて，ご存じの方がいらっしゃいました

ら，教えていただけないでしょうか?ちょっと，

SPINの内容と離れるかもしれませんが，宜しくお願い
いたします.

あと，例の経済産業省での日本版CMMの検討は，そ
の後どのようになっているのでしょうか. こちらも，情
報を教えていただけると幸いです.

Date: Wed , 02 Oct 2∞211 :3¥:07 +09∞ 

From: Kazunori Shioya 

>>しばらくの間，このMLのメールが…

エラーが続く場合も配信停止にしています. 自己防衛
処置です(メ ール転送エラーの場合も同様).メールが来

ない場合は，松野さんのように発言してみるのが一番.

そろそろ本気で規約どおり無発言者へのメール配信を停

止しようと考えています.

さて，機会があればお話できますが，

>> 1. System Lifecycle Process Model に関する基準

ISO出版間近です. 115原案作成委員会も活動中です.

>> 2. ISO 90∞-3 の…

私が関係しているところですね.現在FCDの 2回目の
投票が終わり 11 月上旬にコメント審議を実施します.た
ぶん，来年には IS投票になるでしょう. 1IS はそれか
ら.
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>> 3. ISO/lEC 12207の 2002年改定 .

これは，すぐには1IS改訂 と はいかないようです.た

だし ， 私はSLCPに直接関係しているわけではありませ

ん.個人的な感触を述べています.

JIS r ソフトウェア保守」の公示は年末から年始にず
れ込むようです.

>>あと，例の経済産業省での日本版CMM.…

沢山いるリードアセ ッ サーの方々と政府委員の方に回

答をお願いしましょう.

CMMI も加熱してますね. (株)日本規格総合研究所
が，受講料 70万円(税別) /社(1社 4名まで参加可能)
の CMMI コースを開催するという宣伝情報が規格関係

のMLに出ていました.

おまけというよりゴミ情報でした.

Dat巴: Sat, 5 Oct 2002 01:15:28 +0900 

From: Matsuno Yuji 

ありがとうございました.是非，機会を見てお話を聞

かせていただきたいです.

やはり，ソフトウェアからシステムへと視野が広がっ

ていくのが世の趨勢なんでしょうか?性能という話にな

ると，ソフトだけではどうしようもなく，ハー ドの方も
一緒に考えないといけないからでしょうか.

日本版CMM についてはご意見をいただけないようで

すが，またエラーでメールが来な く なっているのかな.

識者の方々，宜しくお願いいたします.

Date: Sat, 5 Oct 2002 22:34: 13 +0900 

From: Tomoo Matsubara 

>> やはり，ソフトウェアからシステムへ …

いえ，起こっている，あるいは取り組まねばならない

問題から，視野を拡げなければならないのに，現実の流

れは逆行しているので，深刻なトラブルが増えているの
です.

システム的視野は，座学だけで習得することはほとん

ど不可能で，異なる複数の専門分野を経験することで育

つのです.ですから，計画的なキャリアーパスプロ グラ

ムが極めて重要なのに，最近，システム的な視野を養う

のに適した部署は，近視眼的なリストラでどんどん姿を

消しています.または，組織を細分化し，組織聞の壁を

はり巡らし厚くしています. (三菱さんはこの点ではど
うなのでしょうか? ) 

私自身，機械工場，コンビュータ工場，ソフトウェア

工場，ユーザー経験，開発者経験，スタッフ経験と一回

りしたことが，大いに幸いしたと思っています.
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技術の進歩の加速，と く ると，会社は，専門分野を細

分化せねばならない，単純に考える傾向が強いので，リ

ストラの際に，システムを扱う部門は消滅する傾向があ

るようです.例えば， 私がコンピュータ工場にいたと

き，難しいシステムのコンサルテーションを担当してい
た，方式設計部(名称、は，デー ター通信部，システム設

計部などと変わりましたが)は，かつてはシステム屋の
育成に大いに貢献したのですが，今は消滅したそうで
す.

大学でも専門化が進んで， 学際の必要性は叫ばれて

も，専門の異なる人による共同作業を進める場は，余程
努力しないと作るのが難しいようです.

システム的な視野を持つ人がいなくなった証拠は，み

ずほのような大規模システム災害の増加です.システム

屋がいないと，失敗を活かすこともできないから，災害

は繰り返すでしょう.システム屋の最も重要な能力は，

全体を把握した上で，勘所を見つけることです.私が方

式設計部に所属していたときには，これを徹底的に仕込
まれたものです.

LSI の集積度が格段に上がり ， システム LSI の時代に

なり，システム的な視点も持つ人が多量に必要になるの

は目に見えており，この能力を持つ人の養成には時聞が
かかるのに，これからどうしようというのでしょう?

たしかに， CMMI やシステムライフサイクル国際規

格はできましたが，システム的な視野を持つ人がそれを

使わなければ， 画に描いた餅になるか，かえって害を及

ぼすだけでしょう(例えば， ISO 14α犯の認証を得てい

る荏原の藤沢工場のダイオキシン垂れ流しゃ， HACCP 
の承認を得た雪印乳業の牛乳中毒事件) . 

経営者は， Peopleware や Slack を熟読すべきでしょ

っ.

Date: Wed, 9 Oct 2∞217:11:05 +0900 

From: T. Morioka 

>>例の経済産業省での日本版 CMM …・

ぜんぜん識者ではないのですが， CMM 自体はぽ

しやって， SPIセンターとかいうのをつ く ってそこから

ソフトウェアベンダに対して指導するような構想という

記事を今年になってから見た気がします.

ただ，ちょっときがしてみたのですが見つけられませ

んでした.その話題もそれから聞かないのでどうなって

るかわかりません.

いっしょに改善を進めるというよりは「指導するj よ

うな雰囲気で，そもそも経済産業省側(実際は認定業者
でしょうけど)にノウハウなんてないと思えるので，

-指導にはいる業者のための資格認定ピジネス

-日本のソフトウェア業界のプロセス改善の底上げ

(?)をめざすより国から受注している企業に対して

SQNSEPG 的に監視・指導する

という印象をもちましたが.

ENAA あたりで SPI フォーラムあたりを立ち上げたほ
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うがまだ動きやすそうな気はします.

Date: Wed, 16 Oct 2∞2 13:32:28 +09∞ 

From: Susumu Ohno 

某社に以下のようなメールが来たそうです Sustain­

able Computing Consortium といえば CMU と NASA ，

MS などが立ち上げたプログラムの品質とセキュリテイ

に関する研究開発をする団体のはず.日本に来た彼らの

目的つてなんなんでしょうね?

添付されていたファイルによれば，協賛として IPA ，

JISA が名前を連ねています.

一一Original Message-----

この度， IT 戦略としては CMMにMMI 以上に注目を

集めようとしている SCC(Sustainable Computing Conｭ
sortium) の創立責任者であるカーネギーメロン大学の

Dr.Guttman 教授を呼んで講演をする事になりました.

私は CMM/CMMI の日本での様子と，なぜ SCC に興

味を持ったかなど，少し講演させて頂く事になりまし

た.

(中略)

日本の企業，組織は益々 ITに頼った戦略で経営運営し

ておりますので，この講演は経営者の方々や情報シス

テムの責任者にとっては重要な話題だと思われますの

で，この方面にご興味のある方々にお知らせ頂ければ

幸いです.

Date: Mon, 21 Oct 2∞2 15:30:21 +09∞ 

From: Kiyoshi Isono 

>> SCC (Sustainable Computing Consortium) ... 

今回その講演会に代理で参加することになったのです

が，お恥ずかしい話， 何CCJ なるものがどういうもの

なのかわかっておりませんでした.あわててWeb を手

繰って簡単な情報を得たところです.

ところで，今回は SCC と CMM を絡めるようです

が， W.Guttman 教授は CMM に対してはどのような形で

関わられてる方なんでしょう.

少し調べた限りでは， CMU との関わりは Software

Industry Center の Director くらいで，それ以外の情報は

PrintCafe で成功したとか，そんな類のものでした.

Date: Mon, 21 Oct 2∞216:32:31 +09∞ 

From: Tomoo Matsubara 

ちょっと興味があるので，もとの案内を探したのです

が見当たりません.何時どの ML で流れたのでしょう

か?

Date: Mon , 28 Oct 2∞216 : 19 :48 +09∞ 

From: Kazunori Shioya 

>>何時どの ML で…

これは， ML ではなくて某社宛ての宣伝メールだと大

野さんが書いてます.
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ところで，別口からも似たような話があったのでポイ

ン タを紹介します.個人的には知らないことなので価値

判断はできません.

一一 Original Message ---ー

Q> Dr. w.Guttmanの専門と業績について…・
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いる日本IBMの富永章さ んです.

しかし，これだけのチームワー ク を作り出す作業をや

すやすとやっていた日本の開発組織っ て，不思議な感じ

です.

A> 以下のURLに紹介がありますので 参考にして く だtPJ.t~: Thu, 31 Oct 2∞222・ 51:08 +09∞ 
A> http://www.heinz.cmu.edu/researcherS/faculty/ From: Kazunori Shioya 

wguttman.html お知らせありがとう.早速書店に立ち寄ってみます.

A> http://www.sustainablecomputing.orglpeople.html 

Q>(株)起業創研の越知陽之氏をご存知?

個人的には知りませんが. í起業創研は，松下電器産

業を希望退職した技術者七人が中心となって設立した技

術者集団」という記事が google で出てきます.また，

独立行政法人産業技術総合研究所(AIST)

「産学官」交流フォーラム」

にも顔を出しているようです.

>>協賛として IPA ， JlSAが名前を…・

IPA とかJlSAが絡んでいるのだとすれば，商売にしよ

うとして売込みを図っ ているのでしょうね.

Date:. Wed , 30 Oct 2∞212:25:16+09∞ 

From: Kouichi Kishida 

CMU の Institute for Software Research International 

(ISRI) という研究所が， DoD ではな く ，大学からの支

援を受けて， SW-CMM の Updattiong & Support のプロ

ジェクトを立ち上げたようです.

プレス・リリースは次の Web Page に:

http ://www・2.cs .cmu.edu/-sw-cmrnlcmmupdate.htm1

SEI とのあいだにどんな政治的取引が背後にあったの

かはよくわかりませんが，これで，長いことお蔵入りし

ていた SW-CMM Version-2 が，ふたたび陽の当る場所に

出てきますね.

さて，どうなる CMM-I ? 

Date: Thu, 31 Oct 2∞201:09 : 35 +09∞ 

From: "Susumu Ohno" <sohno@d7 .dion.n巴.jp>

本日，書店に立ち寄っ たところ， TSPi (Introduction of 

Team Software Process) の日本語訳を見つけました(即購

入).

チームソフトウェア開発ガイド

~ Team Software Process による開発のすべて~

Watts S Humphrey 著

岡真由美訳， NTTソフトウェア監訳

コンピュータ+エージ杜 5，0∞円
ISBN4-87566=254-8 

監訳は NTT ソフトウェアになっていますが，どうや

ら，奥付には堀田勝美さんのお名前が.どうやら，堀田

さんのお仕事らしいです.

ちなみに，日本語訳の序文は， PM学会理事もされて
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で，感想を聞かせていただければ参考になります. ;-) 

>>日本の開発組織って，不思議な感じ …

読んでいないので的は外れているでしょうが，いつか

ら，どうしてこんなことになっちゃったんですかね?

Date: Fri , 1 Nov 2∞209 :04焔 +09∞

From: Susumu Ohno 

私も，翻訳権は手に入れている という噂は聞いていま

したが， í出た! J ということは聞いていませんでした

ので，偶然、でび、っ く りしました.

>>で，感想を聞かせて...

原本の方の TSPi を持っていますからあまりたいした

感想もないのですが， PSP に負けず劣らず，カリキュ

ラムしていますね.現場の人聞が耐えられるかどうか.

OJTにエ ッ センスを取り込みながら進めた方が実際の

現場へのストレスは少ないと思いますね(マネー ジャが

できるかどうかは問題ですが)

書いであることの言いたいことは「あたりめ え だ ろ

うべらんめえ調) J というようなことばかりです

が.

最近，あまりに技術志向が強いですからね.まあ ， ア

ン チテーゼとして， XP みたいのが流行るんでしょう

ね.

ソフトウェア開発プロ ジェクトはマネー ジャの力が

7割だと思っていますから，やはり，ここ 10数年育って

きたマネージャに問題があるんでしょうね.たぶん.

Date: Fri , 1 Nov 2∞215:12 :54+09∞ 

From: Tomoo Matsubara 

>>SW-CMM の Updattiong & Support .. 

本件， Patrick σfoole さんからのメールを forward しま

す.御参考までI've received over 50 e-mails expressing 

emotions from concern, to bewilderment, to bemusement, to 

outrage. とありますが，シカゴ SEPGでの騒ぎを思い出し

ます.

From: Patrick σfoole 

Subject: Do's and Don'ts Article #S3 

Date: Thu, 31 Oct 2∞2 11 :49:33 -0600 

Many peop1e were caught off 忠lard by the announcement 

from Carnegie Mellon that they've initiated a project to 
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update the CMM for Software. f've received over 50 eｭ

mails expressing emotionsfrom concern, to bewild巴nnent，

to bemusement, to outrage. 

Many fear that this week's announcement will serve to reｭ

freeze an industry that was just startingto warm up to the 

CMMI (or at least starting to accept that t�e "fact" that 

CMM for Software is getting ready to ride off into the sunｭ

set). 

f don't want to jump into the fray regarding the "goodness" 

or "badness" of CMU's decision. 1 do want to ensure that 

the debate does not distract us from the real work at hand -

the sustaining efforts required to improve organizational 

perfonnance. 

Date: Fri , 01 Nov 200221:39・37 +0900 

From: Kouichi Kishida 

SW-CMM 復活のニュースについて，韓国で CMM 推

進の役割をなさっている(させられているといったほう
が正確か? ) KyoChul Kang 先生に mail で訊いてみまし
た .

以下に添付したのが先生からの返信です.今月中旬以
降に新しい情報が聞けるかも.

From: KyoChul Kang 

Subject: Re: News about SW・CMM

Date: Fri , 1 Nov 2∞2 20:47:02 +09∞ 

Yes, we've received the news from CMUIISRI right after 

the press release. 1 asked them if they will provide CBA IPI 

training beyond 2∞3 but their answer was something like 

"yes, we plan to but probably with updated SW-CMM." 1 

am still waiting to hear a specific plan. 

Dr. Grasso at ISRI will be here on 13th so 1 expect to hear 

more from him. 1 will keep you infonned. 

Date: Tue, 05 Nov 2α)2 23:42:18 +09α〕

From: Kazunori Shioya 

CMMの政府委員の方及びリードアセ ッ サの方々にお

尋ねしたいのですが，最近のSEI関連のCMMがらみの
相反するようにも見える宣伝情報の氾i監は知何考えれば
よろしいのでしょうか?

何かSEIの混乱を露呈したようにも見えますが現実は
如何でしょうか?日頃無口な『専門家』の皆様にぜひと
もご教授願いたいと思います.

Date: Wed, 6 Nov 2∞2 13:22:28 +09∞ 

From: Tomoo Matsubara 

私はもともとモデルそのものからは距離を置いていま

す.協議会メンバーとしては，会が中休みに入ったとた
んに情報途絶状態になり，その後の状況はまったくわか

りませんし，敢て知ろうともしていません.

地道な改善活動，という観点では，改善が定着したと
ころ，停滞しているところ，事実上消滅しているところ
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など，いろいろで，私の感じでは，消滅に近いところが

結構多いのではないでしょうか?別な情報では，地方の
小さ な組織の改善熱が上がっている話も 聞きます.組織

が小さければ，コミ y トメ ン トを得易 く， -.tLそうなれ
ば，熱も入るのでしょうね.

共通して言える問題として ソフ トウェアエンジニア

リ ングの勉強が足りないことが挙げられるでしょう.手

段を知らないで，回り道しているのです. Inventing the 
wheelsです.訳された本が少ないこともあるでしょうが

(あまり売れないから仕方がない) ，エンジニアリングの
本を読まない，読む本は， Howto ものばかり.

Date: Wed , 06 Nov 2002 17:46:05 +0900 

From: Atsushi Nakamura 

政府委員をしていた中村です.

私に届いている情報は，皆様方に届いているものと同

じです. METI から特別な情報が届いていることはあり

ません.個人的な憶測は，情報の混乱に輪を掛けるので
控えたいと思います.

渦の外で，静観しているしかない，と思っています.
入ろうと思っても，多分入ることはできないのです

が…

Date: Wed , 06 Nov 2002 20:05:48 +0900 

From: Kazunori Shioya 

中村さん久しぶり.ログを見ると昨年の7月 11 日以来

ですね . SPIN規定をきちんと適用しないといけません
ね(善処しますに

ところで，

>>渦の外で，静観しているしかない .

なるほど.ご意見ありがとうございました.大変参考
になりました.

Date: Fri , 08 Nov 2∞201 : 12: 14 +0900 

From: Kouichi Kishida 

昨夜遅く AP-SEPG 2∞2 in Hong Kong から帰りまし
た.

>>ソフトウェアエンジニアリングの勉強が.

わたしもそう思います.

今度の AP-SE問の最後に "Software Engineering: Key 
to Success" というパネルがあったのですが，予想通り期

待はずれ.パネリストがほとんど Software Engineering 
に言及しない.というか深い知識がないので語れないの

ではないかという印象を受けました. rプロセスとソフ

トウェア工学」を論ずるのであれば "Process Programｭ

ming" の功罪は避けて通れない話題だと思うのですが，

だれもそのことについては話さない(きっとよく知らな
いのでしょうね) . 

で，結局は俗流コミュニケーション理論や組織改革論
をコンサルタントあるいはセミナー屋さんの視点からあ
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れこれ論議しておしま い と いう お粗末.

以前から わたしが指摘していた SPI への儒教的アプロ

ーチの限界がそろそろ見えて きたように感じます.

Date: Fri , 08 Nov 2002 10:02:03 +0900 

From: Kiyoshi Isono 

松原さんや岸田さ んのメ ッ セー ジにコメ ン 卜するのは

おこがましいのですが，最近強 く 感じてることなので一

言だけ.

お二人が書かれてることは私自身を含め，私の周りに

いる多数の技術者に言えることです.幸い，品質管理部
門に移った私は皆さんの話を聞いたりする機会に出会

い，触発され，徐々にではありますが，学びつつありま
す(まだまだですが). 

そんな中，そのような意識(自分から学び，改善して

いく意識)を社内で どうや、っ て広げていけば良いのか，

最近すご く 悩んでい ます . 先日も簡単なアンケートを行

い現場の状況を調べたところ，基本的なことがわかつて

なかったり，勉強や改善をしたくても余裕がない，時間

がない，といったことが改めて明確になりました.ま

た，普段の活動でも， rソフトウェアエンジ‘ニアリング

など学ばなくても仕事は出来る J といった風潮があり，
大きな問題として感じています.

さて，それではどこから改善していくか，と考えたと

き，あまりにも問題が大きく，課題がありすぎることに
樗然としています.

SEA に参加されてる皆さんにとってはきっと些細な

ことなのでしょうが， (皆さんの見識にはいつも驚かさ

れてばかりです)レベルの低い組織でも，全体の底上げ
を少しでも出来ればと考えています. しかし，どこか

ら，どのように手をつけるか…・当分，試行錯誤が続
きそうです.

[編集部注]磯野さんのこの発言をきっかけとし
て， SEPG のあり方やプロフェッショナリズムにつ

いてのやりとりが盛り上がったのですが，そのレポ

ートは後日.

Date: Mon, 02 Dec 2002 10:38:04 JST 

From: Norimatsu 

ISRI は SW-CMM(CMM for Software) をアップデートす

るとか， SEI はCMMI にコミ ッ トするとか，いろいろな

情報が各種チャネル経由で流れた件ですが，これまでの

経緯をまとめてみたので，お送りします .

当然ながら，この「まとめ」は私の個人的見解です.
参照している FAQ は. SEIの文書の翻訳です.

なお，まとめ +SEIのFAQの翻訳とを，塩谷さんにお

願いして. SEA-SPIN の Web PAge に載せてもらうこと
にしました.

. FAQの翻訳は，現状，以下の場所にあります

http://www.sea.jp/SPIN/Reports/FAQ_SWｭ

CMM_Sunsetting.pdf 
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- この「まとめ」の掲載と. FAQへのリ ン クは，塩谷

さ んにお願いしてあります.

FQA(翻訳)の二次配布については， PDFの中に注意書

きがありますのでそちらを参照して下さい.

[編集部注] 詳細は Web を見ていただ く として，

連の出来事の推移は以下の通りです:

(1)起: ISRIの発表

10/28 にカーネギーメロン大学の ISRI か ら ，

SW-CMMのア ッ プデートを行う プロジェクトを開始す

る旨のニュースリリースが出された.

(2) 承 : SEIからの声明

1111 にカーネギーメロ ン大学の SEI から，所長名で「

CMMIへのコミ ッ トメント」に関する声明が出された.

(3) 転:CMU学長の発表

11/6 にカーネギーメロ ン 大学の学長から r SEI が

CMM に関する管理人である J ことを認める発表が出さ

れた.

(4) 結: SEI による解説と. ISRIの説明

上記の結論をまとめて. SEI から SW-CMMの扱いに関

する解説 (FAQ ) がリリースされた .

ISRIからは，上記学長の発表を認める案内が出され

fこ .
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みずほ問題をめぐって

-From SEA-SPIN & Kansai-SPIN ML (October ・ November， 2002) ・

「みずほ問題j は，この春 SEA-SPIN MI でも取り上

げられましたが，日本信頼性学会が主催したシンポジウ

ムをきっかけに，ふたたび議論が展開されました.

さきごろ始まったばかりの関西 SPIN ML でも関連する

やりとりが行われています.

1. SEA-SPIN ML での議論 (October ・ November)

Date: Thu , 31 Oct 2∞2 12:01 :29 +09∞ 

From: Kouichi Kishida 

この ML でも議論が沸騰した「みずほ問題j を議論す

るシンポジウムが開かれるようです.

生憎わたしは所用があって行けないのですが，興味を

お持ちの方がおられたら，ぜひ参加して，どのような議

論が行われたのかをこの ML に報告してくださると嬉し

いですね.

日本信頼性学会創立 10 周年記念

**緊急シ ンポジウム女女

「みずほ銀行の事故から何を学ぶか

複雑化巨大化する社会システムと信頼性」

平成 14年 11 月 9 日(土) 13:∞~ 16:30 

明治大学リパティタワー(お茶の水)

第 l部講演(l3:30~15:30) 

報道に見る近年の社会システム障害と

みずほ銀行の事故

坂東幸一(情報システム信頼性研究会)

なぜみずほ銀行の事政は起こったのか

谷島宣之(日経コンビュータ)

複雑化する社会システムと信頼性確保技術

上保恵司 (JR東日本)

わが固における

プロジェクトマネージメン卜の現状と課題

関哲朗(千葉工業大学)

情報化時代における信頼性活動

当麻喜弘(東京電機大学)

第2部 パネルディスカッション(l5:40~16:30) 

座長: 向殿政男(日本信頼性学会会長)

Date: Thu, 31 Oct 2∞2 17:50:02 +09∞ 

From: Kazunori Shioya 

早速申し込みました.
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私が所属する「ソフトウェアメインテナンス研究会

(SMSG)J でも同様な議論がありました.また，先月の

「テクニカルマネジメン ト WS@ くんまJ でもこれを肴

に議論したのですが，相変わらず当事者の姿が見えない

(まだまだ事態の収拾は終わっていないのでそれどころ

ではないだろうが)のでピンと来ません.

別の団体の見方を参考にできればと，思ってい ます .

Date: Thu, 31 Oct 2∞222:15:35 +09∞ 

From: Tomoo Matsubara 

私のところにも， SC7/WG9の関係から大分以前に案

内が来たのでエントリーしました.

Date: Sat, 9 Nov 2002 22:02:35 +0900 

From: Munakata 

本日このシンポジウムに参加しましたので，概要を報

告します. SPIN メ ンバでは，松原さんと塩谷さんも参

加されておりました.

出席者は，私の知る範囲，大学の先生方と学生，情報

システムに関わるユーザとメーカの技術者でした.

第 l 部「講演j の要旨は以下の通りです:

報道に見る近年の社会システム障害と

みずほ銀行の事故

情報システム信頼性研究会では，主要 4 紙で報道され

た情報システムの障害関連記事を過去 3 年間ウォッチ

している.シンポジウムでは，その作業のチーフであ

る坂東幸一委員が，収集したデータ中の，社会システ

ムに関連するものにフォーカスを当て，障害の傾向に

ついて分析結果を紹介する.また，あわせてみずほ銀

行の事故との関係を考察する.

広範囲な情報機器やシステムの障害が我々の日常生活

に影響を与えている.障害分類を行うと人的ミスが 1 0 

年前に比して増加しており，その多くがソフトウェアな

どの設計ミスに起因している.講演者は， Iソフトウェ

ア開発が手軽に行われすぎており，規模に応じた開発管

理が必要である」と指摘した.

なぜみずほ銀行の事故は起こったのか

日経コンピュータ誌は，みずほ銀行の事故が発生する

以前から，その問題と危険性を予測し数々の提言を

行ってきた.しかし，貴重な提言に対応できなかった

みずほ銀行は銀行史上最大の事故を引き起こした.日
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経コンピュータ誌が抱いた疑問とは何か，問題点とは

何か，みずほ銀行の事故の真因に迫るとともに，事故

から何を学ぶべきかについて，ベストセラー「システ

ム障害はなぜ起きたかみずほの教訓IJ を執筆された谷
島宣之氏に講演をいただく .

報道側の立場で論じている.真の原因についていまだ

に銀行側も分かっていないし，公開されていない.最終

的には経営者の問題である.経営者が見識とリーダシ ッ

プを持って情報システムを構築しなければならない.

複雑化する社会システムと信頼性確保技術

情報通信技術の発展の中で社会システムはますます巨

大化複雑化する傾向にある.このような中で信頼性を

維持し，しかもシステムを進化させ得る工学的手法と
して，アシュアランスシステム技術の研究が着目され

ている.アシュアランスシステムの事例として，日々

の運行を支えながらシステムの大規模な近代化を着々

と進めている JR東日本の東京圏運行管理システム
ATOSの概要とシステム開発のコ ンセプトを上保恵司

次長に紹介していただく.

大規模な社会システムの 1 例としての紹介.余談です

が，私の会社はこのシステムとの関連があり，この関係

の切替工事で，私今夜は会社待機です.

わが国における

プ口ジ工クトマネージメントの現状と課題

みずほ銀行の事故はプロジェクトマネージメントの重

要性を再認識させた.社会システム構築におけるプロ

ジェク トマネージメ ン トのポイントは{可か，そして，

わが国におけるプロジェクトマネージメントの問題点

は何か. この分野における第一線の研究者である関

哲朗助教授にみずほ銀行の事故を踏まえながら講演
をいただく .

冒頭に経産省プレス発表として「情報システムに係わ

る政府調達制度の見直し」の話題があり， SPIN メンパ

としては，少々批判的な目がもたげました.後半は，こ
の講演者が提唱されているプロジェクトマネージメント

に関する話題でした.みずほの失敗事例から言えること

は「責任と権限の明確化J ， r計画重視への転換J , 

「チームメンバのモチベーション維持」が重要である.

情報化時代における信頼性活動

情報化社会においては，あるシステムやネットワーク

の障害の影響が社会的に拡散する場合もある.また，

システムのダウンか正常かといった視点を越え，レス

ポンス低下や情報の散逸など多様な要素を扱う信頼性

活動が必要になってきた. 社会システムの障害に対し
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信頼性工学は如何に応えるのか，また，如何に応える

べきなのか，当麻 電気大学学長(元日本信頼性学会会

長)に講演をいただく.

講演内容が「ものをつくればよいのかj に変更され

た. rつ くれば壊れる j とい う見出しで，低品質の ソフ

トの氾濫に代表されるように壊れることを軽視する傾向

にあることを，危機の兆しとして警鐘.

ものっくりのアプローチの変化をシステムとして対応

する(事例紹介).ものっくり技術者の責務としての評価

の必要性.

社会的システムの事故調査委員会の提案.

第 2 部パネルディスカッション

5 人の講演者に対して座長より「本当の原因は つ J

「再発防止は ?J のコメ ントを求められた.回答は:

・プロジェクト管理の問題，欠如.

・日本の風土が「ものをつ くれば動く」といった迷信

から抜けられない.

・経営者の意志が開発者に伝わっていない(伝えてい

ない). 

・ 評価・テストの研究がきわめて少ない.

・ プログラムは誰でもつくれるようになったが，その

ミスについて教育が追いついていない.

-報道の問題(普通の情報が流れない). 

-情報公開が必要，裏付けのある数値化で経営層に説

明.

会場側からは，次のようなコメントがあった:

- 巨大で複雑なシステムに対して，技術者のソウフト

ウェア工学的勉強が不足(松原さん). 

-技術指導力の欠如.

- システムの信頼性なと￡について数値化が不足.

・メーカ系の場合，品質保証部門があり最悪の状況では

出荷停止の処置があるが銀行システムではこのような

判断をする部門がない.

-特に銀行などでは情報シス テム部門の地位が低 く ，企

業への貢献度も見えない.

しかし，時間の関係であまり意見交換はできなかっ

た .

私の感想・意見は次の通り:

-情報システムは経営戦略の一環であることの認識

が，経営側およびシステム部門両方に欠如してい

る.

-巨大システムにおける重要性の認識を末端技術者ま

で浸透できていないソフトウェア技術者の工学的勉

強不足.特に日本のソフトウェア産業においては ，

2 重 3 重の下請負業者があり，このような産業構造

での の問題解決が重要である.

-経営者あるいはユーザへのプロジェクトの状況説明
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が具体的でな く (数値表現にな っ ておらず)，真実が

伝わりに く い.

-日本の風土が責任追及形であり(時には刑事責任) , 

欧米のような再発防止形でないため，情報が公開さ

れるどころか聞に葬られる.

以上ですが，松原さん，塩谷さん補足をお願いいたし

ます.

Date: Sun, ¥0 Nov 2002 21 :59:07 +0900 

From: Tomoo Matsubara 

補足をせよ，とのことなので，私の感想を簡単に述べ

ます.

報道に見る近年の社会システム障害と

みずほ銀行の事故

概要:新聞などに公表された事故報道の件数推移と分

析.

素朴な疑問:

1.原因分析は報道内容に頼っているが，事故原因は

通常複合しネストしているのだが…

2. 次の講演者谷島氏は，情報システムのことがわ

かっている記者はほとんどいない，と述べた.これ

は多分本当だろう.わかつてない記者が書いた記事

の内容を頼りにしてもよいものか?谷島氏によれ

ば，みずほのシステム部門さえ本当の原因はわかっ

ていないそうだ.

3. みずほシステム障害の原因について，坂東氏は

「真の原因はシステム仕様決定から評価完了までの
開発管理がしっかりしたリーダのもとで行われてい

なかったためではないか」とし，これはほぼ共通し

た見解だが，これを聞きながら，背景として，エン

ジニアリングデイシプリンの欠如も取り上げるべき

だと思い，パネルでそのことを指摘した.

感想:なるほどそんなものか.それでどうした?

なぜみずほ銀行の事故は起こったのか

概要:取材の裏話.論文だけでスライドなし.

感想:

もっとも面白かったし，生々しい.事故の背景には

深刻な根本問題が含まれていることで憂欝になる.

印象に残った言葉:

2年で 2，α)()t曹、かけて一体何ができたか?旧 3 行は

しきいをひたすら高くした.真の原因はいまも分

かっていないし永久にわからないだろう.情報ジス

テムは依然、として治外法権.情報システムが分かっ

ている記者はほとんどいない.銀行員にとって象徴

的なのは椅子.日本の銀行システムは過剰サーピ

ス.銀行より頭がわるいのは金融庁の役人.
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複雑化する社会システムと信頼性確保技術

概要 ATOS: Autonomous Decentralized Transport Operaｭ

tion Control System の話.

感想:

いかにも JR (というより国鉄)らしい発表.盛り沢

山だが面白かった.私としては，かつて COM­

TRAC のダイヤ編成サブシステムを，第 l 世代の丸

型ブラウン管グラフイ ツ クディスプレーを用いて開

発したことがあるので，懐かしい話であった.しか

も，このプロジェクトは，目立ソフト設立後の初の

請負プロジェクトでもあった.

わが国における

プロジヱク卜マネージメントの現状と課題

概要 :PMBOKの概説，というより宣伝

感想:

新味なし.面白くなかった.コメントの要なし

情報化時代における信頼性活動

概要: Dependabilityの役割

感想:

1.さすが大御所，迫力十分.

2 . 寅題がいい rただものをつくればよいかJ . 
3. 低品質のソフトに対する怒りが見え見え ・

4. システム的対応が必要 (Belady氏の主張と共通

点がある). 

5. 社会的システムの事故調査委員会の提案，につ

いては私も同意見で経済省のパプコメで私も提案し

たことカfある.

パネル

宗方さんのまとめ以外に追加することはありません.

時間が短かすぎて実りある議論ができなかった.

Date: Mon, 11 Nov 2002 ¥0:52:53 +09∞ 

From: Kazuo Tanaka 

私も，参加したので感想を少し述べます.

先日，某B銀行関係者とお話した時も，現状の銀行サ

ーピスは過剰だと言う話で盛り上がりました.この話

は，金融庁もマスコミも，現状サーピスが当り前と云う

風潮が強く，良くない事だと思いました.やはり，谷島

さんも言っていたかも知れませんが，サービスと対価の

関係がおかしくなっているのでは…

パネルでは，松原さんがおっしゃるように，時聞が足

りなかったです.

さらに，信頼性学会だったら，システム統合の方法論

に対する評価の話があっても良いではと感じました.全
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てが，管理や経営が悪いじゃ，何の参考にもならないの

では.

Date: Mon, 11 Nov 2002 20:54:33 +0900 

From: Hiroshi Kimijima 

内容はともか く ， rノ f ネルの時聞が足りなかった」と

いうのは象故的に感じます. 1 時間前後のパネル討論を

視聴者に満足するように運営できないのでしょうか.ま

して，長期間の開発プロジェクトとなったら.

Date: Mon, 11 Nov 2002 21 :26:24 +0900 

From: Tomoo Matsubara 

>>サービスと対価の関係が…

例えば，積み残しで話題になった口座振り替えなど

は，大企業が独自で勝手なフォーマットでデーターを持

ち込むのだから，恐らく気の遠くなるようなエントロピ

ーが高い状態を受け入れているので しょうね.私だ、った

ら，この複雑極まりない部分を，絵解きでわかりやすく

説明して，少しでもエントロピーを下げる努力をするで

しょう.銀行もわがままだけれど，同じように，お客と

しての大企業の言いなりになっているのではないでしょ

うか. E D I など，国際標準フォーマ ッ トが使えるとこ

ろは，この際お願いして統ーしてもらうとか.

銀行が，競って複雑なシステムにして，自分で自分の

首を絞めてきたきらいがあるのでは.

Dat巴: Tue, 12 Nov 孤立 10:39 :43 +09∞ 

From: Tomoo Matsubara 

>>信頼性学会だ、ったら，

少なくとも，坂東先生は，技術的な問題に言及すべき

でしたね.私は，先生宛に，この点をコメントしておき

ました.一部をご紹介します.

先生は，みずほシステム障害の原因 (p.27) に， r開発

管理がしっかりしたリーダのもとで行われていなかっ

たためj と分析され，私もそれは重要だと思います

が，ほとんど見過ごされているのが，エンジニアリン

グデイシプリンに基づくプロセスが行われていないこ

とです.みずほのトラブルの新聞記事からだけでも，

緊急事態にはかえって欠かせない，最小限の構成管

理，あるいは最小限の回帰テストさえ実施していな

かった形跡があります.谷島さんが言われるように，

もし，気づかぬ開発もれが後でみつかったのなら，

W8S(Work 8reakdown Structure) さえイ午成していない可

能性があります.また，谷鳥さんが言われるように，

開発管理者さえ原因を把握していないとすれば，最低.

限の tracability も維持できていなかったことを意味し

ます .

これは，なにもみずほに限ったことではない，日本の

一般的な傾向なので，これからも危なくでしょうがな
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い，というのが，警告を続けている心境です .

事故の原因報告についてですが，外国では，クリテイ

カルシステムの事故についての investigation report は，

公開されていることが多いですね. 例えば Alien-5

rocketの事故解析委員会報告や Nancy の Therac-25 の報

告など.当麻先生のご提案は，是非実現していただき

たいが， 同時に報告書の公開も必須だと思います.

Date: Tue, 12 Nov 200215:32:58 +0900 

From: Kazuo Tanaka 

松原さん，ありがとうございます

みずほ問題でのセミナーは 信頼性学会のしか出てま

せんが，他のセミナーも同様なんでしょうかね?

やはり，メンテナンス研究会で技術的な問題をテーマ

にした， MIZUHOセ ミナーをするしかないのかな?

>>事故の原因報告について.…

私も，この事故解析委員会には，とても賛同します

(私ごときが賛同しでも意味ないかもしれませんが). 

以前，福岡銀行が， ATM障害を HomePageに掲載して

いたが，銀行さんは余り公表しないみたいですね.私が

関係しているネット証券は，結構，公開 Lている方だと

認識しました.でも，レポートは顧客向けでシステム屋

が参考になる情報は少ないかも

Date: Tue, 12 Nov 2∞2 18:03:30 +09∞ 

From: Tomoo Matsubara 

福岡銀行の事故調査報告は，私も読みました.結構詳

細で，責任者の実名まで載っていて，日本では珍しい報

告，という印象があります.たしか， トリガになった故

障は，集団ディスクのハード、障害だったように記憶して

います.

以前，ミッションクリテイカルシステムの信頼性を議

論する委員会を INSTACで作ろうとしましたが，当時，

委員のなり手(出し手)がなくてその話は潰れました . い

まは. ISO江EC JTC l/SC7の正式議題となり，タイトル

は. Integrity Levels という分かりにくいものなので，委

員会ができましたが，多分日本でミッションクリテイカ

ルシス テムについて議論している委員会がこれだけで

しょう.メンバーは，原子力屋さん，鉄道屋さんなど，

毛色の変わった人が多いです.

事故解析は，システム屋が必須の分野の一つです.

8elady さんが奈良で講演した，専門の異なる人たちをオ

ーガナイズして，成果を挙げる能力のある人を，どう

やって育てるかが，今後の産業発展の大きな課題です

ね.近視眼的な経営(リストラなど)で，育成に大きな役

割を果たす，よく考えられたキャリアパスをプログラム

するのが，いまや極めて困難になっています.こういう

人がたくさんいないと，システム LSI も作れない.
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Date: Wed , 13 Nov 200212:35:18 +0900 

From: Kouichi Kishida 

ちかごろでは，既存のソフトウェア・プロダクト

(Cσrs) を組み込んでシステム開発をするケースが多い

と思いますが， CMU-SEI の David Camey という人が

「毛沢東語録」の体裁を真似て， cars 活用にさいして
の留意点をまとめた(US Air Force 向け?)文書があると，

ある友人が教えて く れました.

デイピ ッ ド主席語録

(Quotations from Chairman David) 

-A Little Red Book of Truths to Enlighten and Guide on 

the Long March Toward the Cσrs Revolution 

URL は

http://www.sei.cmu.eduJpublicationsl documents/ 

99.report叫rb/little-red-book. html 

なかなか酒落ていて， しかも役に立つ内容だと思いま

す. 目次をご紹介すると:

1. Undying Truths About the Army, the Merchant. and the 

Cat 

(Some General Precepts about Cσrs Software) 

2. The Shaping of Destiny in the Forest, the Forging of Vicｭ

tory by the Soldier 

(Requirement and cars products) 

3. The Rifte, the Cook, and the Mountain 

(Cσrs Product Evaluation and System Design) 

4. The Horse, the River, and the Sea 

(Maintenance of CσrS-based System) 

5. The 80at and the Great River 

(8usiness Processes) 

6. The Farmer is Heroic , the 8lind Man is Wise 

(Testing and Debugging) 

7. Glorious Victories Will Come From Harmonious Work-

9
・
・
+
4
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Date: Wed , 13 Nov 2002 13:∞:06 +0900 

From: Masui Kazuya 

SPIN 発足以来完全 ROM と化していた増井です.

>>やはり，メンテナンス研究会で …

rSMSG (ソフトウェアメインテナンス研究会)から何

か発言したら ?J という田中さんからのメッセージと受

け止め， SMSG 最古参メ ンバーの一人として発言しま

す.

私は， MIZUHO のシステム統合を安直に建築方法に

例えるならば， r新築」ではなく「リフォーム」に近い

と見ます.実際は， rリフォーム」のはずなのに「新

築」のやり方をしたので，上手くいかなかったのではと

いうのが私の見方です.

Seamail Vol.13, No.8 

理由をエンジニアリング的に説明できるレベルにない

ので，物語を一つ(長文申し訳ありません.お忙しい方

は読み飛ばしてください). 

かなり老朽化し，改築に改築を繰り返した巨大なお

城にそれぞれ多数の家来と伴に住んでおられるお互い

あまり仲の良くない王様が 3 人がいました.狭いが深

い谷を挟んだ 3 つの山に，お城はそれぞれありまし

た.各王族とも他の強大国の攻めに合い，軍事費がか

さみ，お台所が非常に苦しい状態になっていました.

そこで， 3 人の王様が話し合い，お城の維持費や生

計費を効率化するのと，各王族が仲良く団結している

ことを他の強大国に見せ，力を誇示し，威圧感を与え

たいということで，多数の家来も含め一つの城で一緒

に暮らそうということになりました. 3 人の王様は委

員を出し合い「一緒に暮らそう J 委員会を立ち上げま

した.きて，委員会は最初「新築」の大きな城を作っ

てみんなで新しい城で暮すことを考えましたが，資金

と建設期間が掛かりすぎるので「新築j は断念しまし

た.

次に， 3 つの内，最も大きくてしっかりしたお城を

持っているある王様のお城を「リフォームJ してみん

なでそこに住むことを考えました.しかし，他の王様

や家来達は他の城の暮らしに合わせなければならない

という不安などのためから反対の声が大きくなりまし

た.

そうこうしている内に，各王族のお台所は苦しくな

るばかり，他国にも来年までに「一緒になる」と宣伝

しています.悩んだ挙句，とりあえず形だけでも 3 王

族が一緒に仲良く暮らしているように見せるため， 3 

つのお城の聞に広い橋をつけて，行き来が自由になる

ようにしようということになりました.そうすれば，

お互いが持つ物資の有効利用ができ，互いの状況もよ

く分かり，最終的にどこかのお城で一緒に住む場合の

不安も少なくなるでしょう.橋の「新築」費は，城の

「新築j 費や大規模「リフォームJ 費用に比べ格段に

安く，とりあえずの費用で十分賄え，約束の時までに

間に合いそうな名案に見えました.

そこで，橋を作るのが得意な会社に，どんな荷物が

行き来しでも大丈夫なように「早急に安く作れ」と委

員会は発注しました.ところが，その会社は橋の「新

築」は得意でも，まったく異質で巨大かっ老朽化した

城と減との聞を繋ぐ橋を経験はなかったのです.とい

うより，他のどの会社もそんな経験はなしでした.し

かし，あまりにも「早く作れ!早く作れ! J といわれ

るので，どんな荷物が往来するのか調べるには時間や

費用がありません.そこで，一般的な経験を基に橋の

広さや出入り口の設計をやっちゃいました.また，そ

れぞれのお城との接合点についても，それぞれのお城

をメインテナンスしている技術者とあまり打合せする

こともなく接合部分を考え，お減側の接合部分の改造

-28-
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依頼をしてしまいました.

ところが，橋は出来たのですが，橋と城との接合部

分が合わないところがあることが判明.ある種の荷物
は通せないことが分かりました.また，荷物の行き来

の量が予想よりはるかに多く，出入り 口の検閲の仕方

にまずい部分もあり大幅な改修が必要です.また，改
修が終わるまで大幅な交通規制をする必要があること
も分かりました.でも，各王様は近日一緒に暮らすこ

とを宣言してしまっていますので，見切り発車をして
しまい，結局混乱が多発しました.また，橋があれば
入口が一つでも橋で他に回れるからとある城の入口を
閉じてしまったものですから，中の荷物が出せなくな
るなどさらに大混乱となってしまいましたとき.

この物語で橋の本体は「新築」でも，システム全体か
らみたら「リフォーム」です. r リフォームJ は，更地

に作る「新築j 橋に比べ，既存の部分の品質，強度，脆
弱性，運用(利用)形態を十分調査し，問題ないように設
計する必要があります.また，支える部分が既存部分に
依存するため，既存部分も含め，いろんな種類の荷物を

通したり，多数の荷物を同時に通すテストなどを「新

築」の場合より多く行う必要があります. テレピ番組で
やっている家屋の「リフォームの匠」のように，きめ細

かい作業が必要な点も「リフォーム j の本質としてあり
そうです.

さて， MIZUHO の実際は，想像で書いたこの物語と

イメージが異なる部分や語り尽くせない部分が多数ある
と思いますが，もし「新築」の部分だけに着目した「新
築J プロセスに基づき計画を立ててしまい， r リフォー
ム」の難しさへの配慮が不足していたとしたら，起こる
べくして起こったことかも知れませんね.

ちなみに，ソフトウェアエンジニアリングを考えてい

る方々や現場の方々の多くがソフトウェアの「新築」作

業も「リフォーム」作業も，同じ「開発」と呼ぶところ
に，さまざまな問題の本質的原因が潜んでいるのかもし
れないというのが，私の問題意識です.

SMSG ではソフトウェアの「リフォーム」プロセスを

開発プロセスとは異なるソフトウェア保守プロセスと呼

んでいます. r保守J という言葉が良いかどうかは議論

中ですが， r開発J とは別の言葉に変えること自体に意
義かあると考えています.

Date: Fri , 15 Nov 200212:20:18 +0900 

From: Kazuo Tanaka 

金融庁から，こんなのが出てます.

。 r rシステム統合リスク管理態勢の確認検査用
チェックリスト J (案)についてJ

http ://www.fsa.go.jp/news/new司/14/f-2oo21113・ 1.html

何も読んでませんが， MIZUHOの事故から学んだ内容
なんでしょう.良い/悪い or 正しい/間違いを抜きにし
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て，いつもの護送船団方式なのかな?

Date: Fri , 15 Nov 200215 ・ 31:33 +0900 

From: Kouichi Kishida 

>> 金融庁から，こ んなのが…

読もうと思ってファイルを開いたのですが，あまりに

字が細かい.老眼にはつらいので，とりあえずやめまし
た:ー)

それより昨日ご紹介した Little Red Book のほうがお も
しろい.

一応 SMSG 代表幹事という職責(?)を意識して，
Maintenance of Cαrs・based System のところを斜め読み

しなのですが，次のような格言ふうの見出しのもとに

いくつかの「チェ ッ クリスト」もどきの解説がついてい

ます.いわく:

No river keeps to the same course forever 

The rider must stop to change horses on a 10ng journey, 

even if he is in haste. 

When the river changes its course, we must rebuild the 

bridge. 

If 1 own a horse 1 must feed him. If 1 use my neighbor's 

horse, the horse still must eat. 

The passengers do not choose the time to sai1 , the ship 

departs when the tide is high. 

田中さん， rシステム統合リスクに関する一夫主席語

録」を書いてくれませんか?

Date: Mon , 18 Nov 2002 10:48:37 +0900 

From: Kazuo Tanaka 

うーん，統合リスクですか?来月初めに予定されてい

る SMSG の下関合宿で検討します.

2. 関西 SPIN 暫定 ML での議論 (November)

Date: Thu, 21 Nov 2α)2 14:30:01 +0900 

From: S.Isoda 

高木さんの最初のメールのアンケートの「興味のある

テーマ」についてですが

「リス ク管理J (と，言っていいのかどうか? )につい
てどのようなことができるのか，効率的にその能力(個

人，組織)を高めてい く にはどういう現実的な方法があ

るのか，ということに関心があります(開発対象として

は特に，家庭電化製品のソフトウエア開発なのです

が). 

プロジェクトでトラブルが起こったとき，リスク管理

なり，予測ができなかったことが後からわかる(結果と

してわかる)場合が多いのですが，程度もいろいろかと

思います. (例えば，開発のポイントで， しかるべき判
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|析ができる能力 をもっマネー ジャが実は最初からいな

かっ たとか，ある人がプロジェクト途中で異動になった

が開発を円滑に進めてい く 上で実は重要な働きをしてお

り，その後 しばらくしてか ら 問題が顕在化してきた等，

初歩的な?事柄で結構図ることが起こ っ てたりして《

Date: Thu , 21 Nov 2002 19:05:44 +09∞ 

From: Yasunari Takagi 

我々の組織でリスク管理をいいだしたのは古いのです

が， ょうや く今年度から現場で使えるものということで

いろいろやりかたの試行をはじめたところです.

リスク管理は，ソフトウェア開発だけでなくて，とい

うよりもその他の分野の方が発展しているので，それら

を参考にみると，非常に科学的なアプローチであること

に改めて感心させられます.

科学的に扱えるのは， (失敗や成功の)経験が積み上げ

ら れていることがベースにあるからであると思います.

そういうことで，リスク管理のプロセスについても調

査，試行をしていますが問題や教訓の蓄積も合わせて行

なうことが重要であると思っ て進めています.

>> プロジェク トでトラブルが …

全く 同じです :ー)

リスク管理対象の枠から外れてしまって発生してし

まった問題について， rなぜ漏れたのか ?J ということ

に注意して試行しています.

確かにそのときに思いつかなかったからということに

なるのですが，なぜ思いつかなかったのか?思いつくた

めにはどんなことが必要であったのか?ということを考

え，改善，また実行するということを繰り返していこう

と思っています.

このようなプロセスの問題以外に，リスクを口にだせ

ない(リスクと思わないも含めて)というような人的問題

も扱わなくてはなりませんから 結構難しい分野である

と思います.

いずれにしても，取り扱える状態にしなければなにも

できませんから，データにしても，教訓にしてもどれだ

けうまく明示知化するかということが，キーになってく

ると思います.

Date: Thu, 21 Nov 2∞221 : \3 :24 +09QO 

From: Tomoo Matsubara 

リスク管理に反応します.

11 月 9 日に，みずほ銀行事故から何を学ぶ，複雑化巨

大化する社会システムと信頼性，という，信頼性学会主

催の緊急シンポジウムがありました.

みずほ銀行事故では，経営者の見識のなさのみが大き
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く 取り上げられていますが，それと同程度に重要なの

は，開発チームのエンジニアリングデイシプリンの欠知

であると思っています.

例えば，もし，開発部隊の責任者(実力のある CIO 不

在という指摘もありますが)が，金額で評価したリスク

を経営者に示せたら，経営の判断も違ったかも知れませ

ん.リ スクは，生起確率と起こった場合の損害推定額の

積で示しますが，システム統合プロジェクトでは，生起

確率も高いし，被害額も巨額です.こんなあぶない仕事

なのに，危なさの程度をアビールしていないのは，開発

側の責任，というより，リスク管理に無知だったのでは

ないか，と思います.また，このようなシステムでは当

然やるべき ，二重， 三重の代行(退行)手順も，ゃった形

跡は見られないし，混乱状態でも最小限の構成管理や回

帰テストも怪しい.

プロジェクトの混乱は世の常で，その場合，第一線管

理者の重要な仕事は，周囲からの雑音遮蔽と，混乱の中

に少しでも秩序のある領域を作ることですが，それを

やったにしても，随分時間が経ってからのようですね.

銀行の開発担当者が SEA にほとんとe入っていないこ

とが， 問題の背景にあるのでしょう.よく言われること

ですが，日曜大工が原子炉を作っている!

Date: Fri , 22 Nov 200200:36:55 +0900 

From: Osamu Kobayashi 

今まで， r リスク管理J と言う言葉を，体系だ、ったひ

とつの「分野J として意識したことは， あまりありませ

んでした. (迂閥なことですが)とても興味深いテーマだ

と思います.

Date: Sat, 23 Nov 2α)217:41 : 12 +09α) 

From: Morioka Toru 

みずほの件は詳しい話については日経コンピュータの

記事と書籍になった部分ぐらいしかしりませんが.

前にも SEA-SPIN で話題になったかと思いますが， r 
SPIN の人間なら何かできたか」と考えると難しいで

しょうね.

リスクマネジメン トだ‘ってプロ ジェクトマネジメント

でも必ず出てくる話題ですし，コンテインジェンシープ

ランを立てたり，続行可否の承認会議など行うものです

よね.

経営者層の責任だということではなく，開発側のマネ

ージメントの問題でもあるのでしょうが.

現場の「これは無理だろ」という実感・危機感を隠し

ていたのか， f云えたけれども強引にGO してしまったの

か，ほんとのところはわかりませんが， rエンジニアリ

ング」の出番が無いような(無力な? )気がしています.

納期必達の圧力にリスク評価もテスト品質確保も吹っ

飛んでしまったというか.
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だからといってマネ ジメン ト をきちんと しないことに

は (S刊観点からは)今後も救う手立てはあり ませんよ，

とい うのでは将来も無い気がするので ， やるべきことの

共通認識をはっきりしておく必要はあるでしょうね.

全プロジェクトについてリスク観点の監査をすること

は難 しいかもしれませんが，みずほについては，巨大な
プロ ジェ クトである にもかかわ らず，プロジェクトの見

直 し ってあまりされてなかったようですしそのあたりも
問題があるのかもしれません.

>>銀行の開発担当者が SEA に・ー

これは， SEA にいれば OK というものでもないかと

おもいますが ー . (必ずしも無関心であることを示して
るわけではないと思います) .

Date: Sat, 23 Nov 2002 23:03:43 +0900 

From: Tomoo Matsubara 

>>SEA にいれば OK というものでもない…

言葉足らずでしたが，私が言いたい ことを， SEAｭ
SPIN ML で小泉さ んが言っ て下さいました.

つ まり，日本のソフトウェア産業では，プログラミン
グとプロ ジェク ト管理さえできれば(担当者レベルでは
プログラミングさえできれば)一人前とみな され，ソフ

トウェアエンジニアリ ングはお呼びでありません. シス

テムエンジニアリングとは無縁の，経験の長いプログラ

マー を SE と呼び， 1 ラ ンク高い人月単価を請求するの

も，日本だけのおかしな現象です.また，人月単価で象
徴される，実質派遣契約が，外注の大部分を占め，プロ
ジェクト構成人員の多くは，この派遣プログラマーであ

ることも，プロ ジェク トのトラブルの原因でしょう.派
遣契約の最大の問題は，ソフトウェアエンジニアリング

を学び，プロセス改善を行うインセンテイブがないこと
です.

経済省のソフ トウェア開発・調達プロセス改善協議会

で， この産業構造を直さない限り ， 日本のプロセス改善

は進まない，と主張したのですが，お役人や他の委員が
理解できたかどうか?

Date: Sun , 24 Nov 2002 15:30:38 +0900 

From: Morioka Toru 

>>日本のソフトウェア産業では，

松原さんのこのお話は，色々重要な問題を取り上げて
おられると思うのですが，複数の問題がくみあわさって

るので，論じたほうが良さそうですねて人月単価に換算

しているのは，発注側がそれでないと評価出来ないから

合わせているということもありますしうまい見積り評・
価手法を提示出来ない側にも問題があるかもしれません
が). 

プロジェクトにソフトウェアエンジニアリングのエキ

スパートが求められていないという点については，情報
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処理学会も実感してるみたいです.

情報処理学会がみずほトラブルの際に何もコメ ン トを

求められなかったことをふまえて，自分たちの社会的な
存在意義を高める必要があるといって ますね. (この話

題は日経コンピュ ータ かどこかで紹介されていました
が)

http ://www. ip勾 .or.jp/manage/rijikai/soukai442.html

一般マス コ ミの認識はともかくとしても，大規模開発

を行う側としても「プロジェクトマネジメント j の プロ

に頼ることはあっても， rソフ トウェアエ ンジニアリン

グ」のプロに頼ったりアドバイスを求めたりすることは
少ないんじゃないでしょうか.

「エン ジニアリン グ上の問題はない，マネジメン ト の

問題である j という認識なのでしょう. (そのマネ ジメ

ントもいい加減だ、っ たりしますが)

Date: Sun , 24 Nov 2002 20:33:53 +0900 

From: Tomoo Matsubara 

>>複数の問題がくみあわさって ー ..

複数も問題が組み合わさっているが，案外，根っこの
原因は，数が少ないかも知れない.その一つが，世界か

ら見て特異な産業の派遣指向であると思っています.

括弧内の問題は，根が深いので深入りしたくないので

すが，一つだけ申し上げておきます. Barry Boehmが

COCOMOを開発した真の動機は，正規化した実績デー

タに基づく科学的見積もりモデルを 000からの引き合い

に適用することによって，正攻法で000 との取引関係を

正常化しようとした，と言われています.この見積もり

のアプローチは，デファクト標準になりました.つま

り，見積折衝は，共通モデルの上で，パラメータの折衝

になったのです.

>>そのマネ ジメン トもいい加減だ、ったり

きっと，混乱をマネジメントのせいにするだけで，混

乱時にはかえって必須の構成管理や回帰テストを手抜き
して，デグレードを起こし(事実，新聞報道には，それ

らしきことが起こっていたようなことが書かれていまし

た)，混乱を助長したのでしょう.日経BP の谷島さん

は， r恐らく銀行にも，いまだに本当の原因がわかって
いないのではないか ?J と言われましたが，もしそうな

ら， トレーサプルな仕組みは存在しなかったのでしょ

う . これらは，初歩的なエンジニアリングプロセスだと

思うのですが.
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来年予定されているいくつかのSEA 主催/協賛イベントの開催予告です.

***********************本*本***ホ********************

ソフトウェアテストシンポジウム 2002

2003 年 3月 6 日@日科技連(東京)
*******************学****本*************************

論文募集のチラシを同封しました.

***************キ************本*木本***************本**

6th Joint Workshop on System Development 

却03 年 4月上旬@南山大学(名古屋)
******************本***ヨド**本****本******刻ドョド***********

日韓の若手技術者・研究者の交流ワークショップ.今度で第 6 回目を迎えます.論文公募はもうす ぐ.

***本***本***********本****本本************************

SOFTWYSE 2003 

2003 年 4月 or5月@上海ソフトウェア・パーク
***本*******キ**************************************

姉妹都市である上海・大阪の両市が共催するワークショップ.日中両国の意欲的な若手技術者を集め

て， 2 1 世紀の世界へ向けての情報発信の可能性を討論してもらおうという新しい試みです.第 l 回は

上海で開催予定.テーマは，オープンソース&インターネット.いま 具体的開催計画を立案中.

**本*******************キネ*******************キ*****ネ

ソフトウェア・シンポジウム 2003

2003 年 7 月 8-11 日@弘前ニューキャッスル・ホテル
***********本******************本*******************

来年のシンポジウムは青森県弘前市で開催予定です.いま，プログラム委員会でCall for Paper を検討

中.年末には公募を開始します.公募締め切りは 3 月中旬の予定です.

********本******************本**********************

International Symposium on Futute Software Technology 2003 

2003 年 10月 in 中国・西安
***本*****************************************本**本*

来年の ISFST は，中国の古都・西安で開催予定です. Call for Paper は来年早々に.

-32-



ゾフトウヱア按術者也会

〒1ω4則東京都覇市区四脊3 ・ 12 丸正ピル!F

TeI: 03 ・ 33“・ 1O'TT Fa: 03 • 33弱・ 1072

E-mail: .. @臨or.Jp

URL: 坤:/IwwwJljnet.or.jpl .. 

.-


	V13_N8_2002_001
	V13_N8_2002_002
	V13_N8_2002_003
	V13_N8_2002_004
	V13_N8_2002_005
	V13_N8_2002_006
	V13_N8_2002_007
	V13_N8_2002_008
	V13_N8_2002_009
	V13_N8_2002_010
	V13_N8_2002_011
	V13_N8_2002_012
	V13_N8_2002_013
	V13_N8_2002_014
	V13_N8_2002_015
	V13_N8_2002_016
	V13_N8_2002_017
	V13_N8_2002_018
	V13_N8_2002_019
	V13_N8_2002_020
	V13_N8_2002_021
	V13_N8_2002_022
	V13_N8_2002_023
	V13_N8_2002_024
	V13_N8_2002_025
	V13_N8_2002_026
	V13_N8_2002_027
	V13_N8_2002_028
	V13_N8_2002_029
	V13_N8_2002_030
	V13_N8_2002_031
	V13_N8_2002_032
	V13_N8_2002_033
	V13_N8_2002_034
	V13_N8_2002_035

